
『

普
済
寺
前
住
牒』

に
つ
い
て（

川
口）

─ ─163

普
済
寺（

浜
松
市
広
沢
町）
は
、
実
質
の
開
山（

世
代
で
は
五
世）

華
蔵
義
曇
が
康
正
元
年（

一
四
五
五）
四
月
一
日
に
新
豊
院
で
示
寂

し
て
以
来
、
華
蔵
の
十
三
人
の
弟
子
が
開
い
た
十
四
カ
寺
の
住
職
が

輪
番
を
勤
め
た
。
そ
の
十
三
師
、
十
四
カ
寺
を
一
括
し
て
普
済
寺
十

三
門
派
と
よ
ん
で
お
り
、
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
輪
住
帳
を
普

済
寺
に
所
蔵
し
て
い
る
。
序
に「

広
沢
山
普
済
禅
寺
前
住
牒」

と
あ

り
、
外
題
は「

當
山
前
住
牒」

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
寒
巌
派
の

歴
史
と
美
術』（

昭
和
六
十
一
年
十
月

熊
本
県
立
美
術
館）

七
十
八

頁
で
は『

普
済
寺
前
住
牒』

と
称
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
も『
普

済
寺
前
住
牒』

ま
た
は『

前
住
牒』

と
称
し
た
。
序
に
は
、

広
沢
山
普
済
禅
寺
前
住
牒

前
住
牒
古
代
雖
㍾有
㍾之
処
乱
之
時
令
㍼紛
失
⊿
自
㍾爾
已
来
星
霜

幾
季
過
畢
。
従
㍾夫
取
立
改
之
人
更
無
㍾之
。
嗚
呼
苦
哉
。
嗟
嘆

而
福
王
寺
格
山
逸
叟
再
住
時
新
儀
改
㍾之
置
者
也
。後
来
現
住
之

諸
寺
院
此
牒
面
可
㍾被
㍾置
㍾記
者
也
。

と
あ
り
、
本
来
、『

前
住
牒』

は
存
在
し
た
が
、
い
つ
し
か
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
福
王
寺
十
世
の
格
山
応
逸
が
延
宝
八
年（

一

六
八
〇）

の
再
住
の
時
、
新
た
に
作
成
し
た
の
で
あ
る

（

１）

。

筆
者
は
格
山
一
人
の
筆
で
な
く
、
複
数
の
人
が
関
係
部
分
を
書
き

入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
格
山
以
後
も
毎
年
必
ず
記
入
さ
れ
た
と

は
み
ら
れ
ず
、
数
年
間
、
同
筆
者
が
続
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

本
書
は
墨
書
き
で
折
本
装
、
桐
箱
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
箱
表
に

朱
漆
銘
で「

広
沢
山
普
済
寺
前
住
牒
箱」

と
あ
り
、
蓋
裏
、
箱
底
に

も
格
山
応
逸
の
墨
書
き
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
罫
引
枠
内

『
普
済
寺
前
住
牒』

に
つ
い
て

川

口

高

風
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─
円
通
寺（

名
古
屋
市

永
享
年
間

一
四
二
九
～
四
〇

曹
洞
宗
に
改
宗）

誓
海
義
本（

？
～
一
四
七
〇

大
明
禅
師

誓
海
派
の
祖）

─
楞
厳
寺（

愛
知
県
刈
谷
市

応
永
二
〇
年

一
四
一
三

開
創）

・・・・・・・・・・・

利
山
義
聡（

？
～
一
四
五
八
？

利
山
派
の
祖）

─
新
豊
院（

静
岡
県
浜
松
市

文
明
二
年

一
四
七
〇

開
創）
・・・・・・・・・・・・・・

透
翁
義
能（

生
没
年
不
詳

透
翁
派
の
祖）

─
龍
泉
寺（
静
岡
県
浜
松
市

享
徳
三
年

一
四
五
四

再
興）

・・・・・・・・・・・・・・

天

義
倫（

一
四
二
六
～
一
四
九
三

天

派
の
祖）

─
萬
松
寺（

愛
知
県
岡
崎
市

永
享
十
二
年

一
四
四
〇

開
創）

・・・・・・・・・・・

龍
沢
永
源（

？
～
一
四
七
九

龍
沢
派
の
祖）

─
宝
鏡
寺（

山
梨
県
都
留
市

貞
和
二
年

一
三
四
六

開
創
？）

・・・・・・・・・

岳
永
金（

？
～
一
四
六
二
？

岳
派
の
祖）

─
妙
厳
寺（

愛
知
県
豊
川
市

嘉
吉
元
年

一
四
四
一

開
創）

・・・・・・・・・・・・・・

東
海
義
易（

？
～
一
四
九
七

東
海
派
の
祖）

普
済
寺
─
─

（

華
蔵
義
曇）

─
福
王
寺（

静
岡
県
磐
田
市

文
安
元
年

一
四
四
四

曹
洞
宗
に
改
宗）

・・

天
翁
義
一（

？
～
一
四
八
三

天
翁
派
の
祖）

─
法
蔵
寺（

愛
知
県
渥
美
郡

開
創
年
代
不
詳）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

南
嶺
義
薫（

？
～
一
四
六
四
？

南
嶺
派
の
祖）

─
宿
蘆
寺（

静
岡
県
浜
松
市

文
正
元
年

一
四
六
六）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

命
天
慶
受（

一
四
一
三
～
一
四
九
五

命
天
派
の
祖）

─
天
林
寺（

静
岡
県
浜
松
市

文
安
二
年

一
四
四
五

開
創）

・・・・・・・・・・・・・・

傑
堂
義
俊（

？
～
一
四
八
九

傑
堂
派
の
祖）

─
常
光
寺（

愛
知
県
渥
美
郡

応
仁
二
年

一
四
六
八

開
創）

・・・・・・・・・・・・・・

傑
堂
義
俊（

同

右）

─
西
来
院（

静
岡
県
浜
松
市

正
長
元
年

一
四
二
八

開
創）

・・・・・・・・・・・・・・

月
窓
義
運（

？
～
一
四
五
八
？

月
窓
派
の
祖）

─
宗
源
院（

静
岡
県
浜
松
市

応
永
二
三
年

一
四
一
六

開
創）

・・・・・・・・・・・

在
天
弘
雲（

？
～
一
四
七
九
？

在
天
派
の
祖）
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に
派
名・

寺
名・

住
職
名・

初
住
再
住
な
ど
の
別・

在
寺
期
間（

七

月
二
十
八
日

－

七
月
二
十
八
日）

が
記
さ
れ
て
お
り
、
所
々
の
頭
註

に
そ
の
年
の
関
係
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
普
済
寺
に
関

す
る
略
年
表
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

（

２）

。

康
正
元
年（

一
四
五
五）

七
月
二
十
八
日
か
ら
翌
二
年
ま
で
勤
め

た
円
通
寺
開
山
誓
海
義
本
に
始
ま
り
、
明
治
四
年
か
ら
五
年
ま
で
の

輪
住
で
あ
る
天
林
寺
二
十
六
世
天
庵

中
に
至
る
四
一
七
年
間
、
輪

住
者
四
二
四
名
の
記
録
で
、
必
ず
し
も
順
位
が
定
ま
っ
て
い
た
の
で

は
な
く
、
大
体
は
各
派
が
平
等
に
入
山
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
書
の
特
徴
を
み
て
み
る
と
、
第
一
は
文
明
九
年（

一
四
七
七）

に

従
文
明
九
年
七
月
二
十
八
日

久
翁
派
當
山
前
住

久
翁

勤
之

同
十
戊
戌
年

と
あ
り
、
久
翁
が
勤
め
て
い
る
。
久
翁
は「

華
蔵
義
曇
嗣
法
弟
子
戒

法
弟
子
之
次
第
写」

に
よ
れ
ば
、
華
蔵
の
戒
法
の
弟
子
の
久
翁
曇
永

の
こ
と
で
あ
る

（

３）

。
し
か
し
、
華
蔵
の
示
寂
後
、
同
じ
く
弟
子
の
玉
林
、

岩
宗
と
と
も
に
相
継
い
で
示
寂
し
た
よ
う
で
あ
る
が

（

４）

、
文
明
九
年
に

は
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
本
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

次
に
、
元
禄
十
年（

一
六
九
七）

は
七
月
二
十
八
日
よ
り
十
一
月

二
十
八
日
ま
で
を
傑
堂
派
の
揚
堂
厳
策（

天
林
寺
十
三
世）

、
十
一
月

二
十
八
日
か
ら
翌
年
三
月
二
十
八
日
ま
で
を
在
天
派
の
喜
明
養
悦（

宗

源
院
十
世）

、三
月
二
十
八
日
よ
り
七
月
二
十
八
日
ま
で
を
透
翁
派
の

星
山
豊
前（

新
豊
院）

の
三
人
が
四
カ
月
間
宛
輪
住
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。

第
三
に
は
、
天
明
七
年（

一
七
八
七）

の
誓
海
派
の
円
通
寺
十
六

世
龍
重
旭
泉
の
後
住
に
寛
政
元
年
の
透
翁
派
の
新
豊
院
十
七
世
透
網

蜜
玄
、
同
二
年
の
天

派
の
天
胤
有
桂
が
お
り
、
そ
の
後
に
天
明
八

年
の
利
山
派
の
道
成
本
立
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
道
成
本
立

が
二
年
先
の
行
に
飛
ん
で
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
四
は
元
和
八
年（

一
六
二
二）

と
弘
化
元
年（

一
八
四
四）

、
安

政
元
年（

一
八
五
四）

の
輪
住
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
記
入

も
れ
か
、
そ
れ
と
も
輪
住
が
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
不
詳
で

あ
る
。

各
派
よ
り
輪
住
を
出
し
た
寺
院
を
あ
げ
て
み
る
と
、

１
誓
海
派

円
通
寺
、
法
持
寺
、
福
重
寺
、
常
安
寺
、
白
毫
寺
、

医
王
寺
、
長
楽
寺

２
利
山
派

楞
厳
寺

３
透
翁
派

善
法
寺
、
新
豊
院
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４
天

派

龍
泉
寺

５
龍
沢
派

萬
松
寺
、
永
泉
寺

６

岳
派

宝
鏡
寺

７
東
海
派

妙
厳
寺
、
常
安
寺
、
長
興
寺
、
光
岳
寺

８
天
翁
派

福
王
寺

９
南
嶺
派

法
蔵
寺
、
普
蔵
院

化
命
天
派

宿
蘆
寺

仮
傑
堂
派

常
光
寺
、
萬
歳
院
、
天
林
寺

何
月
窓
派

西
来
院
、
延
命
寺

伽
在
天
派

宗
源
院

と
な
り
、
続
い
て
年
次
順
と
十
三
派
順
に
分
け
て
輪
住
を
な
が
め
て

み
よ
う
。

注

（

１）
『

普
済
寺
前
住
牒』

の
従
来
の
解
題（『

寒
巌
派
の
歴
史
と
美
術』

（

昭
和
六
十
一
年
十
月

熊
本
県
立
美
術
館）

七
十
八
頁
、『

曹
洞
宗
宗

宝
調
査
目
録
解
題
集

１

東
海
管
区
編』（

平
成
三
年
六
月

曹
洞
宗

宗
務
庁）

六
十
八
頁）

で
は
、
寛
文
八
年（

一
六
六
八）

～
九
年
の
輪

住（

再
住）

の
時
、
作
製
し
た
と
あ
る
が
、
格
山
の
再
住
は
延
宝
八
年

（

一
六
八
〇）

で
あ
り
、
そ
の
時
に
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
延

宝
八
年
の
項
に「

此
牒
新
添
置
之」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
従
来
の
解
題
の
年
次
は
誤
り
と
い
え
る
。

（

２）『

寒
巌
派
の
歴
史
と
美
術』

七
十
八
頁
。

（

３）『

寒
巌
派
の
歴
史
と
美
術』

十
七
、
七
十
九
頁
。

（

４）

横
関
了
胤『

江
戸

時
代
洞
門
政
要』（

昭
和
十
三
年
十
月

仏
教
社）

一
五

四
、
一
五
五
頁
に
相
継
い
で
示
寂
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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『
普
済
寺
前
住
牒』

の〔

年
次
順〕

と〔

十
三
派
順〕

凡

例

一
、『

前
住
牒』

を〔
年
次
順〕

と〔

十
三
派
順〕

に
分
け
て
輪
住
を
あ

げ
た
。

一
、
輪
住
は
正
式
の
歴
住
を
住
職
地
よ
り
あ
げ
、『

前
住
牒』

に
掲
載
の

名
は（

）

に
あ
げ
た
。

一
、
傑
堂
義
俊
は
住
職
地
に
よ
っ
て
潔
堂
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
派
と
し
て
は「

傑
堂
派」

と
し
た
が
、輪
住
名
は
住
職
地
の
字
と
し
た
。

一
、『

前
住
牒』

掲
載
の
住
職
の
世
代
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
現
在
の

住
職
地
の
世
代
に
直
し
、

『

前
住
牒』

掲
載
の
世
代
は（

）

に
あ
げ
た
。

一
、〔

年
次
順〕

の
№
は『

前
住
牒』

の
輪
住
に
つ
け
た
通
し
番
号
で
あ

る
。
続
い
て
派
、
年
次（

西
暦）

、
住
、
輪
住
名
、
住
職
地
世
代
の
順
に

あ
げ
た
。
住
は
初
住
、
再
住
、
三
住
、
四
住
、
継
、
延
な
ど
に
分
け
ら

れ
る
が
、
空
白
は
初
住
の
こ
と
で
あ
る
。

一
、〔

十
三
派
順〕

は
最
初
に〔

年
次
順〕

の
場
合
に
つ
け
た
輪
住
の
通

し
番
号
で
あ
る
。
№
、
年
次（

西
暦）

、
住
、
輪
住
名
、
住
職
地
世
代
の

順
に
あ
げ
た
。

〔

年
次
順〕

派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

１

誓
海
派

康
正
元
年（

ばべぼぼ）

誓
海
義
本

円
通
寺
開
山

２

利
山
派

康
正
二
年（

ばべぼバ）

利
山
義
聡

楞
厳
寺
開
山

３

天

派

長
禄
元
年（

ばべぼビ）

天

義
倫

龍
泉
寺
開
山

４

傑
堂
派

長
禄
二
年（

ばべぼブ）

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

５

岳
派

長
禄
三
年（

ばべぼベ）

岳
永
金

宝
鏡
寺
開
山

６

龍
沢
派

長
禄
四
年（

ばべバボ）

龍
沢
永
源

萬
松
寺
開
山

７

東
海
派

寛
正
二
年（

ばべバば）

東
海
義
易

妙
厳
寺
開
山

８

天
翁
派

寛
正
三
年（

ばべバび）

天
翁
義
一

福
王
寺
開
山

９

南
嶺
派

寛
正
四
年（

ばべバぶ）

南
嶺
義
薫

法
蔵
寺
開
山

10

命
天
派

寛
正
五
年（

ばべバべ）

命
天
慶
受

宿
蘆
寺
開
山

11

月
窓
派

寛
正
六
年（

ばべバぼ）

月
窓
義
運

西
来
院
開
山

12

在
天
派

文
正
元
年（

ばべババ）

在
天
弘
運

宗
源
院
開
山

（

二
世）

13

誓
海
派

応
仁
元
年（

ばべバビ）

再

誓
海
義
本

円
通
寺
開
山

14

利
山
派

応
仁
二
年（

ばべバブ）

再

利
山
義
聡

楞
厳
寺
開
山
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傑
堂
派

文
明
元
年（

ばべバベ）

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

16

傑
堂
派

文
明
二
年（

ばべビボ）

再

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

17

透
翁
派

文
明
三
年（

ばべビば）

透
翁
義
能

善
法
寺
開
山

18

命
天
派

文
明
四
年（

ばべビび）

再

命
天
慶
受

宿
蘆
寺
開
山

19

東
海
派

文
明
五
年（
ばべビぶ）

再

東
海
義
易

妙
厳
寺
開
山

20

天

派

文
明
六
年（
ばべビべ）

再

天

義
倫

龍
泉
寺
開
山

21

天
翁
派

文
明
七
年（

ばべビぼ）
再

天
翁
義
一

福
王
寺
開
山

22

南
嶺
派

文
明
八
年（

ばべビバ）
再

南
嶺
義
薫

法
蔵
寺
開
山

23

久
翁
派

文
明
九
年（

ばべビビ）
久
翁
曇
永

24

月
窓
派

文
明
十
年（

ばべビブ）

再

月
窓
義
運

西
来
院
開
山

25

月
窓
派

文
明
十
一
年（

ばべビベ）

継

月
窓
義
運

西
来
院
開
山

26

傑
堂
派

文
明
十
二
年（

ばべブボ）

再

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

27

誓
海
派

文
明
十
三
年（

ばべブば）

明
谷
義
光

円
通
寺
二
世

28

在
天
派

文
明
十
四
年（

ばべブび）

再

在
天
弘
運

宗
源
院
開
山

（

二
世）

29

透
翁
派

文
明
十
五
年（

ばべブぶ）

再

透
翁
義
能

善
法
寺
開
山

30

利
山
派

文
明
十
六
年（

ばべブべ）

花
叟
義
栄

楞
厳
寺
二
世

31

天

派

文
明
十
七
年（

ばべブぼ）

廣
山
義
沢

龍
泉
寺
二
世

32

龍
沢
派

文
明
十
八
年（

ばべブバ）

明
中
広
聡

萬
松
寺
二
世

33

岳
派

長
享
元
年（

ばべブビ）

再

岳
永
金

宝
鏡
寺
開
山

34

東
海
派

長
享
二
年（

ばべブブ）

雲
嶽
性
慶

妙
厳
寺
二
世

35

天
翁
派

長
享
三
年（

ばべブベ）

命
泉
義
龍

福
王
寺
二
世

36

南
嶺
派

延
徳
二
年（

ばべベボ）

賀
傳
受
慶

法
蔵
寺
二
世

37

命
天
派

延
徳
三
年（

ばべベば）

養
年
受
信

宿
蘆
寺
二
世

38

傑
堂
派

明
応
元
年（

ばべベび）

太
春
元
甫

萬
歳
院
二
世

39

傑
堂
派

明
応
二
年（

ばべベぶ）

竹
印
光
忠

（

竺）

常
光
寺
二
世

40

月
窓
派

明
応
三
年（

ばべベべ）

逸
峰
英
俊

西
来
院
二
世

41

利
山
派

明
応
四
年（

ばべベぼ）

明
海
義
周

楞
厳
寺
三
世

42

透
翁
派

明
応
五
年（

ばべベバ）

巨
岳
遼
清

善
法
寺
三
世

43

天

派

明
応
六
年（

ばべベビ）

機
雲
義
徹

龍
泉
寺
三
世

44

龍
沢
派

明
応
七
年（

ばべベブ）

松
山
本
貞

萬
松
寺
三
世

45

岳
派

明
応
八
年（

ばべベベ）

天
融
義
通

宝
鏡
寺
三
世

46

東
海
派

明
応
九
年（

ばぼボボ）

笑
岩
義
三

妙
厳
寺
三
世

47

天
翁
派

文
亀
元
年（

ばぼボば）

高
雲
嶺
崇

福
王
寺
三
世

48

南
嶺
派

文
亀
二
年（

ばぼボび）

威
傳
慶
音

法
蔵
寺
三
世
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49

命
天
派

文
亀
三
年（

ばぼボぶ）

花
庭
宗
蓮

宿
蘆
寺
三
世

50

傑
堂
派

永
正
元
年（

ばぼボべ）

満
室
長
円

萬
歳
院
三
世

51

月
窓
派

永
正
二
年（

ばぼボぼ）

黙
堂
受
傳

西
来
院
三
世

52

在
天
派

永
正
三
年（

ばぼボバ）

寅
岱
義
建

宗
源
院
三
世

53

利
山
派

永
正
四
年（
ばぼボビ）

再

明
海
義
周

楞
厳
寺
三
世

54

天

派

永
正
五
年（
ばぼボブ）

再

機
雲
義
徹

龍
泉
寺
三
世

55

龍
沢
派

永
正
六
年（

ばぼボベ）
再

松
山
本
貞

萬
松
寺
三
世

56

龍
沢
派

永
正
七
年（

ばぼばボ）
松
山
本
貞

萬
松
寺
三
世

57

岳
派

永
正
八
年（

ばぼばば）

再

天
融
義
通

宝
鏡
寺
三
世

58

岳
派

永
正
九
年（

ばぼばび）

継

天
融
義
通

宝
鏡
寺
三
世

59

傑
堂
派

永
正
十
年（

ばぼばぶ）

樹
王
是
秀

常
光
寺
三
世

60

傑
堂
派

永
正
十
一
年（

ばぼばべ）

樹
王
是
秀

常
光
寺
三
世

61

東
海
派

永
正
十
二
年（

ばぼばぼ）

再

笑
岩
義
三

妙
厳
寺
三
世

62

天
翁
派

永
正
十
三
年（

ばぼばバ）

再

高
雲
嶺
崇

福
王
寺
三
世

63

南
嶺
派

永
正
十
四
年（

ばぼばビ）

再

威
傳
慶
音

法
蔵
寺
三
世

64

命
天
派

永
正
十
五
年（

ばぼばブ）

再

花
庭
宗
蓮

宿
蘆
寺
三
世

65

傑
堂
派

永
正
十
六
年（

ばぼばベ）

再

満
室
長
円

萬
歳
院
三
世

66

月
窓
派

永
正
十
七
年（

ばぼびボ）

黙
堂
受
傳

西
来
院
三
世

67

在
天
派

永
正
十
八
年（

ばぼびば）

再

寅
岱
義
建

宗
源
院
三
世

68

誓
海
派

大
永
二
年（

ばぼびび）

南
齢
牛
誉

円
通
寺
四
世

69

傑
堂
派

大
永
三
年（

ばぼびぶ）

再

樹
王
是
秀

常
光
寺
三
世

70

利
山
派

大
永
四
年（

ばぼびべ）

紹
岳
慶
隆

楞
厳
寺
四
世

71

天

派

大
永
五
年（

ばぼびぼ）

栄
巌
義
繁

龍
泉
寺
四
世

72

岳
派

大
永
六
年（

ばぼびバ）

大
蒲
宗
睦

（

補）

宝
鏡
寺
四
世

73

東
海
派

大
永
七
年（

ばぼびビ）

帰
海
祖
禅

妙
厳
寺
四
世

74

天
翁
派

大
永
八
年（

ばぼびブ）

天
初
玄
祐

福
王
寺
四
世

75

南
嶺
派

享
禄
二
年（

ばぼびベ）

立
屋
秀
建

法
蔵
寺
四
世

76

命
天
派

享
禄
三
年（

ばぼぶボ）

大
輪
機
白

宿
蘆
寺
四
世

77

傑
堂
派

享
禄
四
年（

ばぼぶば）

龍
勝
宋
寅

萬
歳
院
四
世

78

傑
堂
派

天
文
元
年（

ばぼぶび）

田
翁
秀
耕

常
光
寺
五
世

79

傑
堂
派

天
文
二
年（

ばぼぶぶ）

田
翁
秀
耕

常
光
寺
五
世

80

月
窓
派

天
文
三
年（

ばぼぶべ）

用
安
受
済

（

斉）

西
来
院
四
世

81

在
天
派

天
文
四
年（

ばぼぶぼ）

一
気
守
泰

宗
源
院
四
世

82

誓
海
派

天
文
五
年（

ばぼぶバ）

天
海
孤
舟

円
通
寺
五
世
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83

利
山
派

天
文
六
年（

ばぼぶビ）

天
室
玄
通

楞
厳
寺
五
世

84

天

派

天
文
七
年（

ばぼぶブ）

一
宗
正
栄

龍
泉
寺
五
世

85

龍
沢
派

天
文
八
年（

ばぼぶベ）

笑
傳
周
誾

萬
松
寺
五
世

86

岳
派

天
文
九
年（

ばぼべボ）

東
陽
得
春

（

洋）

宝
鏡
寺
五
世

87

東
海
派

天
文
十
年（
ばぼべば）

竹
雄
受
貞

妙
厳
寺
五
世

88

南
嶺
派

天
文
十
一
年（
ばぼべび）

盛
月
存
翁

法
蔵
寺
五
世

89

命
天
派

天
文
十
二
年（

ばぼべぶ）

明
谷
智
淵

宿
蘆
寺
五
世

90

傑
堂
派

天
文
十
三
年（

ばぼべべ）
明
室
円
察

萬
歳
院
五
世

91

傑
堂
派

天
文
十
四
年（

ばぼべぼ）

再

田
翁
秀
耕

常
光
寺
五
世

92

在
天
派

天
文
十
五
年（

ばぼべバ）

大
宋
守
慶
（

泰）（

叟）

宗
源
院
五
世

93

誓
海
派

天
文
十
六
年（

ばぼべビ）

再

天
海
孤
舟

円
通
寺
五
世

94

利
山
派

天
文
十
七
年（

ばぼべブ）

柏
宗
永
稔

（
）

楞
厳
寺
六
世

95

天

派

天
文
十
八
年（

ばぼべベ）

説
山
義
宣

龍
泉
寺
六
世

96

龍
沢
派

天
文
十
九
年（

ばぼぼボ）

再

笑
傳
周
誾

萬
松
寺
五
世

97

岳
派

天
文
二
十
年（

ばぼぼば）

天
翁
宗
葩

宝
鏡
寺
六
世

98

東
海
派
天
文
二
十
一
年（

ばぼぼび）

州
嶽
舜
伊

妙
厳
寺
六
世

99

南
嶺
派
天
文
二
十
二
年（

ばぼぼぶ）

隆
山
宗
興

法
蔵
寺
六
世

100

命
天
派
天
文
二
十
三
年（

ばぼぼべ）

再

明
谷
智
淵

宿
蘆
寺
五
世

101

傑
堂
派

弘
治
元
年（

ばぼぼぼ）

嘘
庵
麟
咄

萬
歳
院
六
世

102

傑
堂
派

弘
治
二
年（

ばぼぼバ）

山
王
俊
徳

（

翁）

常
光
寺
六
世

103

月
窓
派

弘
治
三
年（

ばぼぼビ）

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

104

在
天
派

永
禄
元
年（

ばぼぼブ）

財
庵
禅
貨

宗
源
院
六
世

105

傑
堂
派

永
禄
二
年（

ばぼぼベ）

再

嘘
庵
麟
咄

萬
歳
院
六
世

106

利
山
派

永
禄
三
年（

ばぼバボ）

古
堂
周
鑑

楞
厳
寺
七
世

107

龍
沢
派

永
禄
四
年（

ばぼバば）

日
亀
珠
永

萬
松
寺
七
世

108

岳
派

永
禄
五
年（

ばぼバび）

晦
翁
宗
朔

宝
鏡
寺
七
世

109

天

派

永
禄
六
年（

ばぼバぶ）

天
嶺
義
長

龍
泉
寺
七
世

110

東
海
派

永
禄
七
年（

ばぼバべ）

直
心
禅
達

妙
厳
寺
七
世

111

南
嶺
派

永
禄
八
年（

ばぼバぼ）

了
外
元
達

法
蔵
寺
七
世

112

利
山
派

永
禄
九
年（

ばぼババ）

再

古
堂
周
鑑

楞
厳
寺
七
世

113

傑
堂
派

永
禄
十
年（

ばぼバビ）

題
叟
秀
察

（

大）

萬
歳
院
七
世

114

傑
堂
派

永
禄
十
一
年（

ばぼバブ）

委
巌
源
察

常
光
寺
七
世

115

在
天
派

永
禄
十
二
年（

ばぼバベ）

虚
谷
泉
廓

宗
源
院
七
世

116

月
窓
派

元
亀
元
年（

ばぼビボ）

再

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）



『

普
済
寺
前
住
牒』

に
つ
い
て（

川
口）

─ ─171

117

月
窓
派

元
亀
二
年（

ばぼビば）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）
118

命
天
派

元
亀
三
年（

ばぼビび）

明
岩
宗
察

宿
蘆
寺
六
世

119

利
山
派

天
正
元
年（

ばぼビぶ）

乳
山
忍
甫

楞
厳
寺
八
世

120

天

派

天
正
二
年（

ばぼビべ）

在
庵
義
存

龍
泉
寺
八
世

121

岳
派

天
正
三
年（
ばぼビぼ）

直
翁
宗
正

（

真）

宝
鏡
寺
八
世

122

東
海
派

天
正
四
年（
ばぼビバ）

相
屋
春
承

妙
厳
寺
八
世

123

南
嶺
派

天
正
五
年（

ばぼビビ）

源
室
守
根

法
蔵
寺
八
世

124

命
天
派

天
正
六
年（

ばぼビブ）
舜
翁
全
尭

宿
蘆
寺
七
世

125

月
窓
派

天
正
七
年（

ばぼビベ）

再

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

126

月
窓
派

天
正
八
年（

ばぼブボ）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

127

月
窓
派

天
正
九
年（

ばぼブば）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

128

月
窓
派

天
正
十
年（

ばぼブび）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

129

誓
海
派

天
正
十
一
年（

ばぼブぶ）

代
住
豊
場

円
通
寺

130

傑
堂
派

天
正
十
二
年（

ばぼブべ）

恩
海
祥
君

常
光
寺
八
世

131

命
天
派

天
正
十
三
年（

ばぼブぼ）

用
山
慧
翁

（

応）

宿
蘆
寺
八
世

132

利
山
派

天
正
十
四
年（

ばぼブバ）

再

乳
山
忍
甫

楞
厳
寺
八
世

133

天

派

天
正
十
五
年（

ばぼブビ）

再

在
庵
義
存

龍
泉
寺
八
世

134

岳
派

天
正
十
六
年（

ばぼブブ）

再

直
翁
宗
正

宝
鏡
寺
八
世

135

東
海
派

天
正
十
七
年（

ばぼブベ）

再

相
屋
春
承

妙
厳
寺
八
世

136

南
嶺
派

天
正
十
八
年（

ばぼベボ）

再

源
室
守
根

法
蔵
寺
八
世

137

命
天
派

天
正
十
九
年（

ばぼベば）

再

用
山
慧
翁

（

応）

宿
蘆
寺
八
世

138

在
天
派

天
正
二
十
年（

ばぼベび）

再

虚
谷
泉
廓

宗
源
院
七
世

139

利
山
派

文
禄
二
年（

ばぼベぶ）

大
用
存
甫

楞
厳
寺
九
世

140

透
翁
派

文
禄
三
年（

ばぼベべ）

泰
庵
周
豊

（

州）

新
豊
院
九
世

141

天

派

文
禄
四
年（

ばぼベぼ）

徳
翁
秀
養

龍
泉
寺
九
世

142

岳
派

文
禄
五
年（

ばぼベバ）

體
岩
端
道

宝
鏡
寺
九
世

143

東
海
派

慶
長
二
年（

ばぼベビ）

天
室
伊
尭

妙
厳
寺
九
世

144

誓
海
派

慶
長
三
年（

ばぼベブ）

代
住

円
通
寺

145

透
翁
派

慶
長
四
年（

ばぼベベ）

再

泰
庵
周
豊

新
豊
院
九
世

146

岳
派

慶
長
五
年（

ばバボボ）

再

體
岩
端
道

宝
鏡
寺
九
世

147

天
翁
派

慶
長
六
年（

ばバボば）

代
住

福
王
寺

148

在
天
派

慶
長
七
年（

ばバボび）
（

マ
マ）曹

源
院

149

利
山
派

慶
長
八
年（

ばバボぶ）

超
外

楞
厳
寺

150

天

派

慶
長
九
年（

ばバボべ）

龍
泉
寺
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151

東
海
派

慶
長
十
年（

ばバボぼ）

妙
厳
寺

152

傑
堂
派

慶
長
十
一
年（

ばバボバ）

再

恩
海
祥
君

常
光
寺
八
世

153

誓
海
派

慶
長
十
二
年（

ばバボビ）

大
洋
宗
呑

法
持
寺
六
世

154

天
翁
派

慶
長
十
三
年（

ばバボブ）

福
王
寺

155

傑
堂
派

慶
長
十
四
年（

ばバボベ）

題
叟
秀
察

天
林
寺
七
世

156

利
山
派

慶
長
十
五
年（
ばバばボ）

才
天
存
芸

楞
厳
寺
十
世

157

天

派

慶
長
十
六
年（

ばバばば）

玄
庵
秀
頓

龍
泉
寺
十
世

158

岳
派

慶
長
十
七
年（

ばバばび）
然
室
牛
廓

宝
鏡
寺
十
世

159

東
海
派

慶
長
十
八
年（

ばバばぶ）
奥
山
玄
達

妙
厳
寺
十
世

160

誓
海
派

慶
長
十
九
年（

ばバばべ）
円
通
寺

161

龍
沢
派

元
和
元
年（

ばバばぼ）
萬
松
寺

162

透
翁
派

元
和
二
年（

ばバばバ）

新
豊
院

163

傑
堂
派

元
和
三
年（

ばバばビ）

参
室
芳
久

常
光
寺
九
世

164

岳
派

元
和
四
年（

ばバばブ）

宝
鏡
寺

165

月
窓
派

元
和
五
年（

ばバばベ）

輝
州
全
旭

西
来
院
六
世

166

在
天
派

元
和
六
年（

ばバびボ）
（

マ
マ）曹

源
院

167

誓
海
派

元
和
七
年（

ばバびば）

嫩
桂
祖
林

法
持
寺
七
世

元
和
八
年（

ばバびび）

168

傑
堂
派

元
和
九
年（

ばバびぶ）

華
雲
順
岳

常
光
寺
十
世

169

東
海
派

寛
永
元
年（

ばバびべ）

節
山
義
春

妙
厳
寺
十
一
世

170

天
翁
派

寛
永
二
年（

ばバびぼ）

角
雄
良
逸

福
王
寺
七
世

171

命
天
派

寛
永
三
年（

ばバびバ）

月
洲
清
呑

（

州）

宿
蘆
寺
十
世

172

傑
堂
派

寛
永
四
年（

ばバびビ）

揚
山
文
策

天
林
寺
八
世

173

月
窓
派

寛
永
五
年（

ばバびブ）

超
山
貞
宗

西
来
院
七
世

174

在
天
派

寛
永
六
年（

ばバびベ）

一
渓
千
易

（

桂）

宗
源
院
八
世

175

誓
海
派

寛
永
七
年（

ばバぶボ）

月
峰
慶
呑

（

桂）

法
持
寺
八
世

176

傑
堂
派

寛
永
八
年（

ばバぶば）

明
山
天
察

常
光
寺
十
一
世

177

岳
派

寛
永
九
年（

ばバぶび）

根
外
龍
道

宝
鏡
寺
十
一
世

178

命
天
派

寛
永
十
年（

ばバぶぶ）

月
洲
清
呑

（

州）

宿
蘆
寺
十
世

179

東
海
派

寛
永
十
一
年（

ばバぶべ）

月
岑
牛
雪

妙
厳
寺
十
二
世

180

天
翁
派

寛
永
十
二
年（

ばバぶぼ）

巨
鳳
冠
鯨

福
王
寺
八
世

181

命
天
派

寛
永
十
三
年（

ばバぶバ）

再

月
洲
清
呑

（

州）

宿
蘆
寺
十
世

182

傑
堂
派

寛
永
十
四
年（

ばバぶビ）

爛
室
順
石

常
光
寺
十
二
世

183

月
窓
派

寛
永
十
五
年（

ばバぶブ）

天
海
是
尭

西
来
院
八
世



『

普
済
寺
前
住
牒』

に
つ
い
て（

川
口）

─ ─173

184

在
天
派

寛
永
十
六
年（

ばバぶベ）

再

一
渓
千
易

（

桂）

宗
源
院
八
世

185

誓
海
派

寛
永
十
七
年（

ばバべボ）

滅
禅
恩
鎖

福
重
寺
九
世

186

東
海
派

寛
永
十
八
年（

ばバべば）

覚
雄
是
的

妙
厳
寺
十
四
世

187

天

派

寛
永
十
九
年（

ばバべび）

正
巌
春
覚

龍
泉
寺
十
一
世

188

利
山
派

寛
永
二
十
年（

ばバべぶ）

能
山
祖
芸

楞
厳
寺
十
一
世

189

天
翁
派

正
保
元
年（
ばバべべ）

世
秀
南
応

福
王
寺
九
世

190

命
天
派

正
保
二
年（

ばバべぼ）

普
舜
□
薫

宿
蘆
寺

191

傑
堂
派

正
保
三
年（

ばバべバ）
年
宋
文
寿

天
林
寺
九
世

192

月
窓
派

正
保
四
年（

ばバべビ）
日
州
梵
旭

西
来
院
九
世

193

在
天
派

慶
安
元
年（

ばバべブ）

後
舜
養
傳

宗
源
院
九
世

194

誓
海
派

慶
安
二
年（

ばバべベ）

五
澗
宗
穀

常
安
寺

195

東
海
派

慶
安
三
年（

ばバぼボ）

一
庭
玄
洪

妙
厳
寺
十
三
世

196

天

派

慶
安
四
年（

ばバぼば）

天
室
佐
覚

龍
泉
寺
十
二
世

197

利
山
派

承
応
元
年（

ばバぼび）

松
巌
存
長

楞
厳
寺
十
二
世

198

東
海
派

承
応
二
年（

ばバぼぶ）

霊
鳳
牛
宅

妙
厳
寺
十
五
世

199

天
翁
派

承
応
三
年（

ばバぼべ）

再

世
秀
南
応

福
王
寺
九
世

200

南
嶺
派

明
暦
元
年（

ばバぼぼ）

中
峰
淳
的

法
蔵
寺
九
世

201

命
天
派

明
暦
二
年（

ばバぼバ）

鉄
肝
秀
舩

宿
蘆
寺

202

傑
堂
派

明
暦
三
年（

ばバぼビ）

再

爛
室
順
石

常
光
寺
十
二
世

203

岳
派

万
治
元
年（

ばバぼブ）

貴
翁
牛
尊

宝
鏡
寺
十
二
世

204

月
窓
派

万
治
二
年（

ばバぼベ）

円
豊
盛
周

西
来
院
十
世

205

在
天
派

万
治
三
年（

ばババボ）

再

後
舜
養
傳

宗
源
院
九
世

206

誓
海
派

寛
文
元
年（

ばババば）

学
室
湛
海

（

覚）
（

禅）

白
毫
寺
二
世

207

利
山
派

寛
文
二
年（

ばババび）

梅
庵
門
策

楞
厳
寺
十
三
世

208

傑
堂
派

寛
文
三
年（

ばババぶ）

普
舜
盛
薫

天
林
寺
十
世

209

天

派

寛
文
四
年（

ばババべ）

端
州
正
的

龍
泉
寺
十
三
世

210

龍
沢
派

寛
文
五
年（

ばババぼ）

雲
洞
盛
龍

萬
松
寺
九
世

（

十）

211

東
海
派

寛
文
六
年（

ばバババ）

決
心
萬
疑

妙
厳
寺
十
六
世

212

天
翁
派

寛
文
七
年（

ばババビ）

格
山
応
逸

福
王
寺
十
世

213

南
嶺
派

寛
文
八
年（

ばババブ）

陽
山
淳
東

法
蔵
寺
十
一
世

214

命
天
派

寛
文
九
年（

ばババベ）

再

鉄
肝
秀
舩

宿
蘆
寺

215

傑
堂
派

寛
文
十
年（

ばバビボ）

香
山
文
咄

天
林
寺
十
一
世

216

月
窓
派

寛
文
十
一
年（

ばバビば）

玄
風
重
播

（

幡）

西
来
院
十
一
世

217

在
天
派

寛
文
十
二
年（

ばバビび）

三

後
舜
養
傳

宗
源
院
九
世
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218

誓
海
派

延
宝
元
年（

ばバビぶ）

玉
葉
耕
雲

円
通
寺
六
世

219

利
山
派

延
宝
二
年（

ばバビべ）

再

梅
庵
門
策

楞
厳
寺
十
三
世

220

透
翁
派

延
宝
三
年（

ばバビぼ）

星
山
豊
前

新
豊
院

221

天

派

延
宝
四
年（

ばバビバ）

豊
産
哲

（

徹）

龍
泉
寺
十
五
世

222

龍
沢
派

延
宝
五
年（
ばバビビ）

連
峰
順
梁

（

良）

萬
松
寺
十
世

223

岳
派

延
宝
六
年（
ばバビブ）

州
巌
宣
陽

（

揚）

宝
鏡
寺
十
三
世

224

東
海
派

延
宝
七
年（

ばバビベ）

雷
峰
雄
春

常
安
寺
八
世

225

天
翁
派

延
宝
八
年（

ばバブボ）
再

格
山
応
逸

福
王
寺
十
世

226

南
嶺
派

天
和
元
年（

ばバブば）

再

陽
山
淳
東

法
蔵
寺
十
一
世

227

命
天
派

天
和
二
年（

ばバブび）

雪
峻
英
積

宿
蘆
寺
十
二
世

228

傑
堂
派

天
和
三
年（

ばバブぶ）

頑
直
東
石

常
光
寺
十
三
世

229

月
窓
派

貞
享
元
年（

ばバブべ）

兼
中
重
円

延
命
寺

230

在
天
派

貞
享
二
年（

ばバブぼ）

喜
明
養
悦

宗
源
院
十
世

231

誓
海
派

貞
享
三
年（

ばバブバ）

碧
峯
義
春

医
王
寺
三
世

232

利
山
派

貞
享
四
年（

ばバブビ）

覚
海
大
鯨

賢
忠
寺
四
世

233

透
翁
派

貞
享
五
年（

ばバブブ）
（

マ
マ）

星
山
峰
前

新
豊
院

234

天

派

元
禄
二
年（

ばバブベ）

密
外
岩
室

龍
泉
寺
十
七
世

235

龍
沢
派

元
禄
三
年（

ばバベボ）

参
堂
實
門

萬
松
寺
十
一
世

236

東
海
派

元
禄
四
年（

ばバベば）

道
仙
玄
統

妙
厳
寺
十
八
世

237

天
翁
派

元
禄
五
年（

ばバベび）

筏
水
智
舩

福
王
寺
十
一
世

238

南
嶺
派

元
禄
六
年（

ばバベぶ）

三

陽
山
淳
東

法
蔵
寺
十
一
世

239

命
天
派

元
禄
七
年（

ばバベべ）

再

雪
峻
英
積

宿
蘆
寺
十
二
世

240

傑
堂
派

元
禄
八
年（

ばバベぼ）

揚
堂
厳
策

（

策

揚

堂

）

天
林
寺
十
三
世

241

傑
堂
派

元
禄
九
年（

ばバベバ）

延

揚
堂
厳
策

（

策

揚

堂

）

天
林
寺
十
三
世

傑
堂
派
七
月
二
十
八
日

－

十
一
月
二
十
八
日

揚
堂
厳
策

天
林
寺
十
三
世

242

在
天
派

元
禄
十
年（

ばバベビ）

喜
明
養
悦

宗
源
院
十
世

透
翁
派
三
月
二
十
八
日

－

七
月
二
十
八
日

星
山
豊
前

新
豊
院

243

月
窓
派

元
禄
十
一
年（

ばバベブ）

超
岡
玄
越

西
来
院
十
二
世

（

十
三）

244

在
天
派

元
禄
十
二
年（

ばバベベ）

再

喜
明
養
悦

宗
源
院
十
世

245

誓
海
派

元
禄
十
三
年（

ばビボボ）

碧
峰
儀
春

（

マ
マ）

円
通
寺
八
世

246

利
山
派

元
禄
十
四
年（

ばビボば）

江
水
春
澄

楞
厳
寺
十
四
世

247

透
翁
派

元
禄
十
五
年（

ばビボび）

家
照
泰
円

（

頂）（

宗）

新
豊
院
十
世

248

天

派

元
禄
十
六
年（

ばビボぶ）

荘
外
鉄
厳

龍
泉
寺
十
八
世

249

龍
沢
派

宝
永
元
年（

ばビボべ）

黄
河
本
如

萬
松
寺
十
三
世

（

十
四）

十
一
月
二
十
八
日

三
月
二
十
八
日

－
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250

岳
派

宝
永
二
年（

ばビボぼ）

大
円
覚
舟

宝
鏡
寺
十
四
世

251

東
海
派

宝
永
三
年（

ばビボバ）

法
山
以
傳

長
興
寺
十
世

252

天
翁
派

宝
永
四
年（

ばビボビ）

道
海
慧
線

福
王
寺
十
三
世

253

南
嶺
派

宝
永
五
年（

ばビボブ）

悦
堂
梅
禅

法
蔵
寺
十
四
世

254

命
天
派

宝
永
六
年（
ばビボベ）

大
新
道
民

宿
蘆
寺
十
三
世

255

傑
堂
派

宝
永
七
年（
ばビばボ）

鳳
山
是
麟

常
光
寺
十
四
世

256

月
窓
派

正
徳
元
年（

ばビばば）

大
軽
重
悦

（

重

悦

大

軽

）

西
来
院
十
三
世

（

十
四）

257

在
天
派

正
徳
二
年（

ばビばび）
卍
巌
養
益

宗
源
院
十
一
世

258

誓
海
派

正
徳
三
年（

ばビばぶ）
石
崖
梁
橋

長
楽
寺
十
三
世

（

二

）

259

利
山
派

正
徳
四
年（

ばビばべ）

再

江
水
春
澄

楞
厳
寺
十
四
世

260

透
翁
派

正
徳
五
年（

ばビばぼ）

再

頂
宗
泰
円

新
豊
院
十
世

261

天

派

享
保
元
年（

ばビばバ）

再

荘
外
鉄
厳

龍
泉
寺
十
八
世

262

龍
沢
派

享
保
二
年（

ばビばビ）

一
山
法
貫

萬
松
寺
十
四
世

（
十
五）

263

東
海
派

享
保
三
年（

ばビばブ）

哲
翁
萬
牛

妙
厳
寺
十
九
世

264

天
翁
派

享
保
四
年（

ばビばベ）

再

道
海
慧
線

福
王
寺
十
三
世

265

南
嶺
派

享
保
五
年（

ばビびボ）

僊
山
外

法
蔵
寺
十
五
世

266

命
天
派

享
保
六
年（

ばビびば）

再

大
新
道
民

宿
蘆
寺
十
三
世

267

傑
堂
派

享
保
七
年（

ばビびび）

英
宗
理
寛

天
林
寺
十
五
世

268

月
窓
派

享
保
八
年（

ばビびぶ）

再

大
軽
重
悦

（

重

悦

大

軽

）

西
来
院
十
三
世

（

十
四）

269

在
天
派

享
保
九
年（

ばビびべ）

大
笑
養
月

宗
源
院
十
二
世

270

誓
海
派

享
保
十
年（

ばビびぼ）

安
山
観
隆

円
通
寺
十
一
世

271

利
山
派

享
保
十
一
年（

ばビびバ）

印
宗
定
海

楞
厳
寺
十
五
世

272

天

派

享
保
十
二
年（

ばビびビ）

臥
雲
厳
龍

龍
泉
寺
十
九
世

273

龍
沢
派

享
保
十
三
年（

ばビびブ）

再

一
山
法
貫

萬
松
寺
十
四
世

（

十
五）

274

岳
派

享
保
十
四
年（

ばビびベ）

再

大
円
覚
舟

宝
鏡
寺
十
四
世

275

東
海
派

享
保
十
五
年（

ばビぶボ）

円
桂
魯
覚

光
岳
寺
八
世

276

天
翁
派

享
保
十
六
年（

ばビぶば）

三

道
海
慧
線

福
王
寺
十
三
世

277

南
嶺
派

享
保
十
七
年（

ばビぶび）

再

僊
山
外

法
蔵
寺
十
五
世

278

命
天
派

享
保
十
八
年（

ばビぶぶ）

喝
岩
道
泉

（

巌）

宿
蘆
寺
十
四
世

279

傑
堂
派

享
保
十
九
年（

ばビぶべ）

逸
山
覚
秀

常
光
寺
十
七
世

280

月
窓
派

享
保
二
十
年（

ばビぶぼ）

大
活
養
鷲

西
来
院
十
五
世

（

十
六）

281

在
天
派

元
文
元
年（

ばビぶバ）

再

大
笑
養
月

宗
源
院
十
二
世

282

誓
海
派

元
文
二
年（

ばビぶビ）

寒
国
宏
道

（

光

同

峯

日

）

円
通
寺
十
三
世

283

利
山
派

元
文
三
年（

ばビぶブ）

再

印
宗
定
海

楞
厳
寺
十
五
世
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284

透
翁
派

元
文
四
年（

ばビぶベ）

益
翁
義
宗

新
豊
院
十
一
世

285

天

派

元
文
五
年（

ばビべボ）

尊
応
有
堂

龍
泉
寺
二
十
世

286

龍
沢
派

寛
保
元
年（

ばビべば）

徳
眼
辨
龍

萬
松
寺
十
五
世

（

十
六）

287

東
海
派

寛
保
二
年（

ばビべび）

大
円
辨
珠

妙
厳
寺
二
十
世

288

天
翁
派

寛
保
三
年（
ばビべぶ）

大
宗
愚
道

福
王
寺
十
四
世

289

南
嶺
派

延
享
元
年（
ばビべべ）

僊
伯
尊
洞

法
蔵
寺
十
六
世

290

命
天
派

延
享
二
年（

ばビべぼ）

大
輝
堪
道

（

湛）

宿
蘆
寺
十
五
世

291

傑
堂
派

延
享
三
年（

ばビべバ）
岱
宗
朝
源

天
林
寺
十
七
世

292

月
窓
派

延
享
四
年（

ばビべビ）

再

大
活
養
鷲

西
来
院
十
五
世

（

十
六）

293

在
天
派

延
享
五
年（

ばビべブ）

大
蓮
養
国

宗
源
院
十
三
世

294

誓
海
派

寛
延
二
年（

ばビべベ）

華
山
曻
龍

円
通
寺
十
四
世

295

利
山
派

寛
延
三
年（

ばビぼボ）

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

296

透
翁
派

寛
延
四
年（

ばビぼば）

再

益
翁
義
宗

新
豊
院
十
一
世

297

天

派

宝
暦
二
年（

ばビぼび）

金
瀧
有
鱗

龍
泉
寺
二
十
一
世

298

龍
沢
派

宝
暦
三
年（

ばビぼぶ）

再

徳
眼
辨
龍

萬
松
寺
十
五
世

（

十
六）

299

岳
派

宝
暦
四
年（

ばビぼべ）

洞
龍
岳
仙

宝
鏡
寺
十
六
世

300

東
海
派

宝
暦
五
年（

ばビぼぼ）

宗
舩
全
潮

妙
厳
寺
二
十
一
世

301

天
翁
派

宝
暦
六
年（

ばビぼバ）

再

大
宗
愚
道

福
王
寺
十
四
世

302

南
嶺
派

宝
暦
七
年（

ばビぼビ）

日
仙
□
旭

（

亮

旭

日

仙

）

普
蔵
院
十
世

（

寺）

303

命
天
派

宝
暦
八
年（

ばビぼブ）

再

大
輝
堪
道

（

湛）

宿
蘆
寺
十
五
世

304

傑
堂
派

宝
暦
九
年（

ばビぼベ）

覚
道
秀
円

常
光
寺
十
九
世

305

月
窓
派

宝
暦
十
年（

ばビバボ）

本
覚
重
明

西
来
院
十
六
世

306

在
天
派

宝
暦
十
一
年（

ばビバば）

大
運
衝
天

宗
源
院
十
四
世

307

誓
海
派

宝
暦
十
二
年（

ばビバび）

龍
重
旭
泉

円
通
寺
十
六
世

308

利
山
派

宝
暦
十
三
年（

ばビバぶ）

再

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

309

透
翁
派

宝
暦
十
四
年（

ばビバべ）

微
山
霊
隠

新
豊
院
十
三
世

310

天

派

明
和
二
年（

ばビバぼ）

大
洲
梅
嶺

龍
泉
寺
二
十
二
世

311

龍
沢
派

明
和
三
年（

ばビババ）

復
参
碓
衲

永
泉
寺
五
世

312

東
海
派

明
和
四
年（

ばビバビ）

再

宗
舩
全
潮

妙
厳
寺
二
十
一
世

313

天
翁
派

明
和
五
年（

ばビバブ）

天
巌
道
運

福
王
寺
十
五
世

314

南
嶺
派

明
和
六
年（

ばビバベ）

幽
玄
仙
谷

法
蔵
寺
十
八
世

315

命
天
派

明
和
七
年（

ばビビボ）

大
佐
容
寅

宿
蘆
寺
十
六
世

316

傑
堂
派

明
和
八
年（

ばビビば）

大
興
承
玄

天
林
寺
十
八
世

317

月
窓
派

明
和
九
年（

ばビビび）

大
心
活
仙

西
来
院
十
七
世
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318

在
天
派

安
永
二
年（

ばビビぶ）

大
叔
活
聞

宗
源
院
十
五
世

319

誓
海
派

安
永
三
年（

ばビビべ）

再

龍
重
旭
泉

円
通
寺
十
六
世

320

利
山
派

安
永
四
年（

ばビビぼ）

三

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

321

透
翁
派

安
永
五
年（

ばビビバ）

受
興
養
仙

新
豊
院
十
四
世

322

天

派

安
永
六
年（
ばビビビ）

道
本
有
学

龍
泉
寺
二
十
三
世

323

龍
沢
派

安
永
七
年（
ばビビブ）

真
寂
仙
乗

萬
松
寺
十
八
世

324

岳
派

安
永
八
年（

ばビビベ）

仁
證
舟
寛

宝
鏡
寺
十
七
世

325

東
海
派

安
永
九
年（

ばビブボ）
俊
嶺
了
遅

妙
厳
寺
二
十
二
世

326

天
翁
派

天
明
元
年（

ばビブば）

再

天
巌
道
運

福
王
寺
十
五
世

327

南
嶺
派

天
明
二
年（

ばビブび）

克
潤
環
玉

法
蔵
寺
十
九
世

328

命
天
派

天
明
三
年（

ばビブぶ）

瑞
現
千
中

（

弦）
宿
蘆
寺
十
七
世

329

傑
堂
派

天
明
四
年（

ばビブべ）

斧
山
紹

常
光
寺
二
十
一
世

330

月
窓
派

天
明
五
年（

ばビブぼ）

大
哲
鷹
仙

西
来
院
十
八
世

331

在
天
派

天
明
六
年（

ばビブバ）

再

大
叔
活
聞

宗
源
院
十
五
世

332

誓
海
派

天
明
七
年（

ばビブビ）

三

龍
重
旭
泉

円
通
寺
十
六
世

333

利
山
派

天
明
八
年（

ばビブブ）

四

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

334

透
翁
派

寛
政
元
年（

ばビブベ）

透
網
蜜
玄

新
豊
院
十
七
世

335

天

派

寛
政
二
年（

ばビベボ）

天
胤
有
桂

龍
泉
寺
二
十
四
世

336

龍
沢
派

寛
政
三
年（

ばビベば）

大
淳
仙
英

萬
松
寺
十
九
世

337

東
海
派

寛
政
四
年（

ばビベび）

再

俊
嶺
了
遅

妙
厳
寺
二
十
二
世

338

天
翁
派

寛
政
五
年（

ばビベぶ）

徳
巌
活
道

福
王
寺
十
六
世

339

南
嶺
派

寛
政
六
年（

ばビベべ）

再

克
潤
環
玉

法
蔵
寺
十
九
世

340

命
天
派

寛
政
七
年（

ばビベぼ）

再

瑞
現
千
中

（

弦）

宿
蘆
寺
十
七
世

341

傑
堂
派

寛
政
八
年（

ばビベバ）

透
網
密
玄

（

蜜）

天
林
寺
二
十
二
世

342

月
窓
派

寛
政
九
年（

ばビベビ）

祥
雲
仙
峰

（

笑）

西
来
院
十
九
世

343

在
天
派

寛
政
十
年（

ばビベブ）

大
忠
良
聞

宗
源
院
十
六
世

344

誓
海
派

寛
政
十
一
年（

ばビベベ）

祖
庭
柏
苗

円
通
寺
十
八
世

345

利
山
派

寛
政
十
二
年（

ばブボボ）

節
貫
高
道

楞
厳
寺
十
八
世

346

透
翁
派

享
和
元
年（

ばブボば）

覚
麟
嶺
宗

新
豊
院
十
九
世

347

天

派

享
和
二
年（

ばブボび）

牧
之
看
牛

龍
泉
寺
二
十
五
世

348

龍
沢
派

享
和
三
年（

ばブボぶ）

牧
宗
賢
牛

萬
松
寺
二
十
一
世

349

岳
派

文
化
元
年（

ばブボべ）

大
運
弘
道

宝
鏡
寺
十
九
世

350

天
翁
派

文
化
二
年（

ばブボぼ）

再

徳
巌
活
道

福
王
寺
十
六
世

351

東
海
派

文
化
三
年（

ばブボバ）

順
教
肩
随

妙
厳
寺
二
十
四
世
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352

南
嶺
派

文
化
四
年（

ばブボビ）

鳳
山
克
麟

法
蔵
寺
二
十
世

353

命
天
派

文
化
五
年（

ばブボブ）

扶
桑
容
州

（

操）
（

洲）

宿
蘆
寺
十
八
世

354

傑
堂
派

文
化
六
年（

ばブボベ）

辯
山
説
丈

常
光
寺
二
十
三
世

355

在
天
派

文
化
七
年（

ばブばボ）

覚
麟
嶺
宗

宗
源
院
十
七
世

356

月
窓
派

文
化
八
年（
ばブばば）

大
秀
哲
胤

西
来
院
二
十
世

357

誓
海
派

文
化
九
年（
ばブばび）

金
重
透
鱗

円
通
寺
十
九
世

358

利
山
派

文
化
十
年（

ばブばぶ）
再

節
貫
高
道

楞
厳
寺
十
八
世

359

透
翁
派

文
化
十
一
年（

ばブばべ）
大
廣
益
聞

（

聲）（

外）

新
豊
院
二
十
世

360

天

派

文
化
十
二
年（

ばブばぼ）
随
法
教
順

龍
泉
寺
二
十
七
世

361

龍
沢
派

文
化
十
三
年（

ばブばバ）

挙
林
大
棟

萬
松
寺
二
十
三
世

362

東
海
派

文
化
十
四
年（

ばブばビ）

再

順
教
肩
随

妙
厳
寺
二
十
四
世

363

天
翁
派

文
政
元
年（

ばブばブ）

然
良
慶
天

福
王
寺
十
七
世

364

南
嶺
派

文
政
二
年（

ばブばベ）

寰
明
克
中

法
蔵
寺
二
十
一
世

365

命
天
派

文
政
三
年（

ばブびボ）

大
容
寛
周

宿
蘆
寺
十
九
世

366

傑
堂
派

文
政
四
年（

ばブびば）

再

透
網
密
玄

（

蜜）

天
林
寺
二
十
二
世

367

月
窓
派

文
政
五
年（

ばブびび）

大
椿
哲
栄

西
来
院
二
十
一
世

368

在
天
派

文
政
六
年（

ばブびぶ）

再

覚
麟
嶺
宗

宗
源
院
十
七
世

369

誓
海
派

文
政
七
年（

ばブびべ）

再

金
重
透
鱗

円
通
寺
十
九
世

370

利
山
派

文
政
八
年（

ばブびぼ）

三

節
貫
高
道

楞
厳
寺
十
八
世

371

透
翁
派

文
政
九
年（

ばブびバ）

萬
山
鶴
禅

新
豊
院
二
十
一
世

372

天

派

文
政
十
年（

ばブびビ）

随
応
道
順

龍
泉
寺
二
十
八
世

373

龍
沢
派

文
政
十
一
年（

ばブびブ）

雲
山
吟
龍

萬
松
寺
二
十
五
世

374

岳
派

文
政
十
二
年（

ばブびベ）

真
光
謙
宗

宝
鏡
寺
二
十
二
世

375

東
海
派

文
政
十
三
年（

ばブぶボ）

大
淵
龍
道

妙
厳
寺
二
十
五
世

376

天
翁
派

天
保
二
年（

ばブぶば）

天
昶
育
道

福
王
寺
十
八
世

377

南
嶺
派

天
保
三
年（

ばブぶび）

撃
翁
太
壌

法
蔵
寺
二
十
三
世

378

命
天
派

天
保
四
年（

ばブぶぶ）

徳
本
覚
寿

宿
蘆
寺
二
十
世

379

傑
堂
派

天
保
五
年（

ばブぶべ）

禅
海
宗
輔

常
光
寺
二
十
四
世

380

月
窓
派

天
保
六
年（

ばブぶぼ）

北
溟
蓬
州

（

洲）

西
来
院
二
十
二
世

381

在
天
派

天
保
七
年（

ばブぶバ）

祥
運
萬
瑞

宗
源
院
十
八
世

382

誓
海
派

天
保
八
年（

ばブぶビ）

傳
宗
透
禅

（

透

禅

傳

宗

）

円
通
寺
二
十
世

383

利
山
派

天
保
九
年（

ばブぶブ）

梅
点
芳
蘂

楞
厳
寺
二
十
一
世

384

透
翁
派

天
保
十
年（

ばブぶベ）

周
天
鶴
音

新
豊
院
二
十
五
世

385

龍
沢
派

天
保
十
一
年（

ばブべボ）

梵
香
恵
林

（

桂）

萬
松
寺
二
十
六
世

（

二

十

五）
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386

岳
派

天
保
十
二
年（

ばブべば）

大
安
悦
仙

宝
鏡
寺
二
十
三
世

387

傑
堂
派

天
保
十
三
年（

ばブべび）

義
山
全
豊

（

儀）

常
光
寺
二
十
五
世

388

南
嶺
派

天
保
十
四
年（

ばブべぶ）

再

撃
翁
太
壌

法
蔵
寺
二
十
三
世

弘
化
元
年（

ばブべべ）

389

命
天
派

弘
化
二
年（
ばブべぼ）

鷲
峰
千
山

宿
蘆
寺
二
十
一
世

390

傑
堂
派

弘
化
三
年（
ばブべバ）

玄
中
透
関

（

正

翁

玄

中

）

天
林
寺
二
十
四
世

391

在
天
派

弘
化
四
年（

ばブべビ）
再

祥
運
萬
瑞

宗
源
院
十
八
世

392

月
窓
派

嘉
永
元
年（

ばブべブ）
文
山
胤
乗

西
来
院
二
十
三
世

393

誓
海
派

嘉
永
二
年（

ばブべベ）
勇
進
大
猛

（
大

強

勇

進

）

円
通
寺
二
十
二
世

394

利
山
派

嘉
永
三
年（

ばブぼボ）

一
堂
禅
嶺

楞
厳
寺
二
十
二
世

395

透
翁
派

嘉
永
四
年（

ばブぼば）

哲
山
鶴
英

新
豊
院
二
十
六
世

396

天

派

嘉
永
五
年（

ばブぼび）

林
峯
要
禅

龍
泉
寺
三
十
一
世

397

龍
沢
派

嘉
永
六
年（

ばブぼぶ）

禅
海
霊
龍

萬
松
寺
二
十
八
世

安
政
元
年（

ばブぼべ）

398

東
海
派

安
政
二
年（

ばブぼぼ）
（

マ
マ）再

禅
海
霊
龍

妙
厳
寺
二
十
八
世

399

天
翁
派

安
政
三
年（

ばブぼバ）

亀
育
仙
齢

福
王
寺
二
十
一
世

400

南
嶺
派

安
政
四
年（

ばブぼビ）

仏
山
義
豆

法
蔵
寺
二
十
四
世

401

命
天
派

安
政
五
年（

ばブぼブ）

再

鷲
峰
千
山

宿
蘆
寺
二
十
一
世

402

傑
堂
派

安
政
六
年（

ばブぼベ）

流
泉
禅
通

常
光
寺
二
十
七
世

403

月
窓
派

万
延
元
年（

ばブバボ）

邦
岩
仙
国

西
来
院
二
十
四
世

404

在
天
派

文
久
元
年（

ばブバば）

再

哲
山
鶴
英

宗
源
院
十
九
世

405

誓
海
派

文
久
二
年（

ばブバび）

英
州
俊
瑞

円
通
寺
二
十
三
世

406

利
山
派

文
久
三
年（

ばブバぶ）

蟠
龍
大
渓

楞
厳
寺
二
十
三
世

407

透
翁
派

元
治
元
年（

ばブバべ）

天
庵

中

新
豊
院
二
十
八
世

408

天

派

慶
応
元
年（

ばブバぼ）

再

林
峯
要
禅

龍
泉
寺
三
十
一
世

409

龍
沢
派

慶
応
二
年（

ばブババ）

雲
巌
龍
巣

萬
松
寺
三
十
一
世

410

東
海
派

慶
応
三
年（

ばブバビ）

再

禅
海
霊
龍

妙
厳
寺
二
十
八
世

411

天
翁
派

慶
応
四
年（

ばブバブ）

大
道
恵
亮

福
王
寺
二
十
三
世

412

南
嶺
派

明
治
二
年（

ばブバベ）

一
山
貫
之

法
蔵
寺
二
十
五
世

413

命
天
派

明
治
三
年（

ばブビボ）

天
外
良
翁

宿
蘆
寺
二
十
二
世

414

傑
堂
派

明
治
四
年（

ばブビば）

天
庵

中

天
林
寺
二
十
六
世
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１

誓
海
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

１

康
正
元
年（

ばべぼぼ）

誓
海
義
本

円
通
寺
開
山

13

応
仁
元
年（

ばべバビ）
再

誓
海
義
本

円
通
寺
開
山

27

文
明
十
三
年（

ばべブば）
明
谷
義
光

円
通
寺
二
世

68

大
永
二
年（

ばぼびび）

南
齢
牛
誉

円
通
寺
四
世

82

天
文
五
年（

ばぼぶバ）

天
海
孤
舟

円
通
寺
五
世

93

天
文
十
六
年（

ばぼべビ）

再

天
海
孤
舟

円
通
寺
五
世

129

天
正
十
一
年（

ばぼブぶ）

代
住
豊
場

円
通
寺

144

慶
長
三
年（

ばぼベブ）

代
住

円
通
寺

153

慶
長
十
二
年（

ばバボビ）

大
洋
宗
呑

法
持
寺
六
世

160

慶
長
十
九
年（

ばバばべ）

円
通
寺

167

元
和
七
年（

ばバびば）

嫩
桂
祖
林

法
持
寺
七
世

175

寛
永
七
年（

ばバぶボ）

月
峰
慶
呑

（

桂）

法
持
寺
八
世

185

寛
永
十
七
年（

ばバべボ）

滅
禅
恩
鎖

福
重
寺
九
世

194

慶
安
二
年（

ばバべベ）

五
澗
宗
穀

常
安
寺

206

寛
文
元
年（

ばババば）

学
室
湛
海

（

覚）
（

禅）

白
毫
寺
二
世

218

延
宝
元
年（

ばバビぶ）

玉
葉
耕
雲

円
通
寺
六
世

231

貞
享
三
年（

ばバブバ）

碧
峯
義
春

医
王
寺
三
世

245

元
禄
十
三
年（

ばビボボ）

碧
峰
儀
春

（

マ
マ）

円
通
寺
八
世

258

正
徳
三
年（

ばビばぶ）

石
崖
梁
橋

長
楽
寺
十
三
世

（

二

）

270

享
保
十
年（

ばビびぼ）

安
山
観
隆

円
通
寺
十
一
世

282

元
文
二
年（

ばビぶビ）

寒
国
宏
道

（

光

同

峯

日

）

円
通
寺
十
三
世

294

寛
延
二
年（

ばビべベ）

華
山
曻
龍

円
通
寺
十
四
世

307

宝
暦
十
二
年（

ばビバび）

龍
重
旭
泉

円
通
寺
十
六
世

319

安
永
三
年（

ばビビべ）

再

龍
重
旭
泉

円
通
寺
十
六
世

332

天
明
七
年（

ばビブビ）

三

龍
重
旭
泉

円
通
寺
十
六
世

344

寛
政
十
一
年（

ばビベベ）

祖
庭
柏
苗

円
通
寺
十
八
世

357

文
化
九
年（

ばブばび）

金
重
透
鱗

円
通
寺
十
九
世

369

文
政
七
年（

ばブびべ）

再

金
重
透
鱗

円
通
寺
十
九
世

382

天
保
八
年（

ばブぶビ）

傳
宗
透
禅

（

透

禅

傳

宗

）

円
通
寺
二
十
世
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393

嘉
永
二
年（

ばブべベ）

勇
進
大
猛

（

大

強

勇

進

）

円
通
寺
二
十
二
世

405

文
久
二
年（

ばブバび）

英
州
俊
瑞

円
通
寺
二
十
三
世

２

利
山
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

２

康
正
二
年（

ばべぼバ）

利
山
義
聡

楞
厳
寺
開
山

14

応
仁
二
年（

ばべバブ）
再

利
山
義
聡

楞
厳
寺
開
山

30

文
明
十
六
年（

ばべブべ）
花
叟
義
栄

楞
厳
寺
二
世

41

明
応
四
年（

ばべベぼ）

明
海
義
周

楞
厳
寺
三
世

53

永
正
四
年（

ばぼボビ）

再

明
海
義
周

楞
厳
寺
三
世

70

大
永
四
年（

ばぼびべ）

紹
岳
慶
隆

楞
厳
寺
四
世

83

天
文
六
年（

ばぼぶビ）

天
室
玄
通

楞
厳
寺
五
世

94

天
文
十
七
年（

ばぼべブ）

柏
宗
永
稔

（
）

楞
厳
寺
六
世

106

永
禄
三
年（

ばぼバボ）

古
堂
周
鑑

楞
厳
寺
七
世

112

永
禄
九
年（

ばぼババ）

再

古
堂
周
鑑

楞
厳
寺
七
世

119

天
正
元
年（

ばぼビぶ）

乳
山
忍
甫

楞
厳
寺
八
世

132

天
正
十
四
年（

ばぼブバ）

再

乳
山
忍
甫

楞
厳
寺
八
世

139

文
禄
二
年（

ばぼベぶ）

大
用
存
甫

楞
厳
寺
九
世

149

慶
長
八
年（

ばバボぶ）

超
外

楞
厳
寺

156

慶
長
十
五
年（

ばバばボ）

才
天
存
芸

楞
厳
寺
十
世

188

寛
永
二
十
年（

ばバべぶ）

能
山
祖
芸

楞
厳
寺
十
一
世

197

承
応
元
年（

ばバぼび）

松
巌
存
長

楞
厳
寺
十
二
世

207

寛
文
二
年（

ばババび）

梅
庵
門
策

楞
厳
寺
十
三
世

219

延
宝
二
年（

ばバビべ）

再

梅
庵
門
策

楞
厳
寺
十
三
世

232

貞
享
四
年（

ばバブビ）

覚
海
大
鯨

賢
忠
寺
四
世

246

元
禄
十
四
年（

ばビボば）

江
水
春
澄

楞
厳
寺
十
四
世

259

正
徳
四
年（

ばビばべ）

再

江
水
春
澄

楞
厳
寺
十
四
世

271

享
保
十
一
年（

ばビびバ）

印
宗
定
海

楞
厳
寺
十
五
世

283

元
文
三
年（

ばビぶブ）

再

印
宗
定
海

楞
厳
寺
十
五
世

295

寛
延
三
年（

ばビぼボ）

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

308

宝
暦
十
三
年（

ばビバぶ）

再

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

320

安
永
四
年（

ばビビぼ）

三

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

333

天
明
八
年（

ばビブブ）

四

道
成
本
立

楞
厳
寺
十
六
世

345

寛
政
十
二
年（

ばブボボ）

節
貫
高
道

楞
厳
寺
十
八
世
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文
化
十
年（

ばブばぶ）

再

節
貫
高
道

楞
厳
寺
十
八
世

370

文
政
八
年（

ばブびぼ）

三

節
貫
高
道

楞
厳
寺
十
八
世

383

天
保
九
年（

ばブぶブ）

梅
点
芳
蘂

楞
厳
寺
二
十
一
世

394

嘉
永
三
年（
ばブぼボ）

一
堂
禅
嶺

楞
厳
寺
二
十
二
世

406

文
久
三
年（

ばブバぶ）

蟠
龍
大
渓

楞
厳
寺
二
十
三
世

３

透
翁
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

17

文
明
三
年（

ばべビば）

透
翁
義
能

善
法
寺
開
山

29

文
明
十
五
年（

ばべブぶ）

再

透
翁
義
能

善
法
寺
開
山

42

明
応
五
年（

ばべベバ）

巨
岳
遼
清

善
法
寺
三
世

140

文
禄
三
年（

ばぼベべ）

泰
庵
周
豊

（

州）

新
豊
院
九
世

145

慶
長
四
年（

ばぼベベ）

再

泰
庵
周
豊

新
豊
院
九
世

162

元
和
二
年（

ばバばバ）

新
豊
院

220

延
宝
三
年（

ばバビぼ）

星
山
豊
前

新
豊
院

233

貞
享
五
年（

ばバブブ）
（

マ
マ）

星
山
峰
前

新
豊
院

242

元
禄
十
年（

ばバベビ）

星
山
豊
前

新
豊
院

247

元
禄
十
五
年（

ばビボび）

家
照
泰
円

（

頂）（

宗）

新
豊
院
十
世

260

正
徳
五
年（

ばビばぼ）

再

頂
宗
泰
円

新
豊
院
十
世

284

元
文
四
年（

ばビぶベ）

益
翁
義
宗

新
豊
院
十
一
世

296

寛
延
四
年（

ばビぼば）

再

益
翁
義
宗

新
豊
院
十
一
世

309

宝
暦
十
四
年（

ばビバべ）

微
山
霊
隠

新
豊
院
十
三
世

321

安
永
五
年（

ばビビバ）

受
興
養
仙

新
豊
院
十
四
世

334

寛
政
元
年（

ばビブベ）

透
網
蜜
玄

新
豊
院
十
七
世

346

享
和
元
年（

ばブボば）

覚
麟
嶺
宗

新
豊
院
十
九
世

359

文
化
十
一
年（

ばブばべ）

大
廣
益
聞

（

聲）（

外）

新
豊
院
二
十
世

371

文
政
九
年（

ばブびバ）

萬
山
鶴
禅

新
豊
院
二
十
一
世

384

天
保
十
年（

ばブぶベ）

周
天
鶴
音

新
豊
院
二
十
五
世

395

嘉
永
四
年（

ばブぼば）

哲
山
鶴
英

新
豊
院
二
十
六
世

407

元
治
元
年（

ばブバべ）

天
庵

中

新
豊
院
二
十
八
世

４

天

派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

３

長
禄
元
年（

ばべぼビ）

天

義
倫

龍
泉
寺
開
山

三
月
二
十
八
日

七
月
二
十
八
日

－
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20

文
明
六
年（

ばべビべ）

再

天

義
倫

龍
泉
寺
開
山

31

文
明
十
七
年（

ばべブぼ）

廣
山
義
沢

龍
泉
寺
二
世

43

明
応
六
年（

ばべベビ）

機
雲
義
徹

龍
泉
寺
三
世

54

永
正
五
年（
ばぼボブ）

再

機
雲
義
徹

龍
泉
寺
三
世

71

大
永
五
年（

ばぼびぼ）

栄
巌
義
繁

龍
泉
寺
四
世

84

天
文
七
年（

ばぼぶブ）

一
宗
正
栄

龍
泉
寺
五
世

95

天
文
十
八
年（

ばぼべベ）
説
山
義
宣

龍
泉
寺
六
世

109

永
禄
六
年（

ばぼバぶ）
天
嶺
義
長

龍
泉
寺
七
世

120

天
正
二
年（

ばぼビべ）

在
庵
義
存

龍
泉
寺
八
世

133

天
正
十
五
年（

ばぼブビ）

再

在
庵
義
存

龍
泉
寺
八
世

141

文
禄
四
年（

ばぼベぼ）

徳
翁
秀
養

龍
泉
寺
九
世

150

慶
長
九
年（

ばバボべ）

龍
泉
寺

157

慶
長
十
六
年（

ばバばば）

玄
庵
秀
頓

龍
泉
寺
十
世

187

寛
永
十
九
年（

ばバべび）

正
巌
春
覚

龍
泉
寺
十
一
世

196

慶
安
四
年（

ばバぼば）

天
室
佐
覚

龍
泉
寺
十
二
世

209

寛
文
四
年（

ばババべ）

端
州
正
的

龍
泉
寺
十
三
世

221

延
宝
四
年（

ばバビバ）

豊
産
哲

（

徹）

龍
泉
寺
十
五
世

234

元
禄
二
年（

ばバブベ）

密
外
岩
室

龍
泉
寺
十
七
世

248

元
禄
十
六
年（

ばビボぶ）

荘
外
鉄
厳

龍
泉
寺
十
八
世

261

享
保
元
年（

ばビばバ）

再

荘
外
鉄
厳

龍
泉
寺
十
八
世

272

享
保
十
二
年（

ばビびビ）

臥
雲
厳
龍

龍
泉
寺
十
九
世

285

元
文
五
年（

ばビべボ）

尊
応
有
堂

龍
泉
寺
二
十
世

297

宝
暦
二
年（

ばビぼび）

金
瀧
有
鱗

龍
泉
寺
二
十
一
世

310

明
和
二
年（

ばビバぼ）

大
洲
梅
嶺

龍
泉
寺
二
十
二
世

322

安
永
六
年（

ばビビビ）

道
本
有
学

龍
泉
寺
二
十
三
世

335

寛
政
二
年（

ばビベボ）

天
胤
有
桂

龍
泉
寺
二
十
四
世

347

享
和
二
年（

ばブボび）

牧
之
看
牛

龍
泉
寺
二
十
五
世

360

文
化
十
二
年（

ばブばぼ）

随
法
教
順

龍
泉
寺
二
十
七
世

372

文
政
十
年（

ばブびビ）

随
応
道
順

龍
泉
寺
二
十
八
世

396

嘉
永
五
年（

ばブぼび）

林
峯
要
禅

龍
泉
寺
三
十
一
世

408

慶
応
元
年（

ばブバぼ）

再

林
峯
要
禅

龍
泉
寺
三
十
一
世
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５

龍
沢
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

６

長
禄
四
年（
ばべバボ）

龍
沢
永
源

萬
松
寺
開
山

32

文
明
十
八
年（
ばべブバ）

明
中
広
聡

萬
松
寺
二
世

44

明
応
七
年（

ばべベブ）

松
山
本
貞

萬
松
寺
三
世

55

永
正
六
年（

ばぼボベ）
再

松
山
本
貞

萬
松
寺
三
世

56

永
正
七
年（

ばぼばボ）
松
山
本
貞

萬
松
寺
三
世

85

天
文
八
年（

ばぼぶベ）

笑
傳
周
誾

萬
松
寺
五
世

96

天
文
十
九
年（

ばぼぼボ）

再

笑
傳
周
誾

萬
松
寺
五
世

107

永
禄
四
年（

ばぼバば）

日
亀
珠
永

萬
松
寺
七
世

161

元
和
元
年（

ばバばぼ）

萬
松
寺

210

寛
文
五
年（

ばババぼ）

雲
洞
盛
龍

萬
松
寺
九
世

（

十）

222

延
宝
五
年（

ばバビビ）

連
峰
順
梁

（

良）

萬
松
寺
十
世

235

元
禄
三
年（

ばバベボ）

参
堂
實
門

萬
松
寺
十
一
世

249

宝
永
元
年（

ばビボべ）

黄
河
本
如

萬
松
寺
十
三
世

（

十
四）

262

享
保
二
年（

ばビばビ）

一
山
法
貫

萬
松
寺
十
四
世

（

十
五）

273

享
保
十
三
年（

ばビびブ）

再

一
山
法
貫

萬
松
寺
十
四
世

（

十
五）

286

寛
保
元
年（

ばビべば）

徳
眼
辨
龍

萬
松
寺
十
五
世

（

十
六）

298

宝
暦
三
年（

ばビぼぶ）

再

徳
眼
辨
龍

萬
松
寺
十
五
世

（

十
六）

311

明
和
三
年（

ばビババ）

復
参
碓
衲

永
泉
寺
五
世

323

安
永
七
年（

ばビビブ）

真
寂
仙
乗

萬
松
寺
十
八
世

336

寛
政
三
年（

ばビベば）

大
淳
仙
英

萬
松
寺
十
九
世

348

享
和
三
年（

ばブボぶ）

牧
宗
賢
牛

萬
松
寺
二
十
一
世

361

文
化
十
三
年（

ばブばバ）

挙
林
大
棟

萬
松
寺
二
十
三
世

373

文
政
十
一
年（

ばブびブ）

雲
山
吟
龍

萬
松
寺
二
十
五
世

385

天
保
十
一
年（

ばブべボ）

梵
香
恵
林

（

桂）

萬
松
寺
二
十
六
世

（

二

十

五）

397

嘉
永
六
年（

ばブぼぶ）

禅
海
霊
龍

萬
松
寺
二
十
八
世

409

慶
応
二
年（

ばブババ）

雲
巌
龍
巣

萬
松
寺
三
十
一
世

６

岳
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

５

長
禄
三
年（

ばべぼベ）

岳
永
金

宝
鏡
寺
開
山

33

長
享
元
年（

ばべブビ）

再

岳
永
金

宝
鏡
寺
開
山
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45

明
応
八
年（

ばべベベ）

天
融
義
通

宝
鏡
寺
三
世

57

永
正
八
年（

ばぼばば）

再

天
融
義
通

宝
鏡
寺
三
世

58

永
正
九
年（

ばぼばび）

継

天
融
義
通

宝
鏡
寺
三
世

72

大
永
六
年（
ばぼびバ）

大
蒲
宗
睦

（

補）

宝
鏡
寺
四
世

86

天
文
九
年（

ばぼべボ）

東
陽
得
春

（

洋）

宝
鏡
寺
五
世

97

天
文
二
十
年（

ばぼぼば）

天
翁
宗
葩

宝
鏡
寺
六
世

108

永
禄
五
年（

ばぼバび）
晦
翁
宗
朔

宝
鏡
寺
七
世

121

天
正
三
年（

ばぼビぼ）
直
翁
宗
正

（
真）

宝
鏡
寺
八
世

134

天
正
十
六
年（

ばぼブブ）

再

直
翁
宗
正

宝
鏡
寺
八
世

142

文
禄
五
年（

ばぼベバ）

體
岩
端
道

宝
鏡
寺
九
世

146

慶
長
五
年（

ばバボボ）

再

體
岩
端
道

宝
鏡
寺
九
世

158

慶
長
十
七
年（

ばバばび）

然
室
牛
廓

宝
鏡
寺
十
世

164

元
和
四
年（

ばバばブ）

宝
鏡
寺

177

寛
永
九
年（

ばバぶび）

根
外
龍
道

宝
鏡
寺
十
一
世

203

万
治
元
年（

ばバぼブ）

貴
翁
牛
尊

宝
鏡
寺
十
二
世

223

延
宝
六
年（

ばバビブ）

州
巌
宣
陽

（

揚）

宝
鏡
寺
十
三
世

250

宝
永
二
年（

ばビボぼ）

大
円
覚
舟

宝
鏡
寺
十
四
世

274

享
保
十
四
年（

ばビびベ）

再

大
円
覚
舟

宝
鏡
寺
十
四
世

299

宝
暦
四
年（

ばビぼべ）

洞
龍
岳
仙

宝
鏡
寺
十
六
世

324

安
永
八
年（

ばビビベ）

仁
證
舟
寛

宝
鏡
寺
十
七
世

349

文
化
元
年（

ばブボべ）

大
運
弘
道

宝
鏡
寺
十
九
世

374

文
政
十
二
年（

ばブびベ）

真
光
謙
宗

宝
鏡
寺
二
十
二
世

386

天
保
十
二
年（

ばブべば）

大
安
悦
仙

宝
鏡
寺
二
十
三
世

７

東
海
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

７

寛
正
二
年（

ばべバば）

東
海
義
易

妙
厳
寺
開
山

19

文
明
五
年（

ばべビぶ）

再

東
海
義
易

妙
厳
寺
開
山

34

長
享
二
年（

ばべブブ）

雲
嶽
性
慶

妙
厳
寺
二
世

46

明
応
九
年（

ばぼボボ）

笑
岩
義
三

妙
厳
寺
三
世

61

永
正
十
二
年（

ばぼばぼ）

再

笑
岩
義
三

妙
厳
寺
三
世

73

大
永
七
年（

ばぼびビ）

帰
海
祖
禅

妙
厳
寺
四
世

87

天
文
十
年（

ばぼべば）

竹
雄
受
貞

妙
厳
寺
五
世

98

天
文
二
十
一
年（

ばぼぼび）

州
嶽
舜
伊

妙
厳
寺
六
世
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110

永
禄
七
年（

ばぼバべ）

直
心
禅
達

妙
厳
寺
七
世

122

天
正
四
年（

ばぼビバ）

相
屋
春
承

妙
厳
寺
八
世

135

天
正
十
七
年（

ばぼブベ）

再

相
屋
春
承

妙
厳
寺
八
世

143

慶
長
二
年（
ばぼベビ）

天
室
伊
尭

妙
厳
寺
九
世

151

慶
長
十
年（

ばバボぼ）

妙
厳
寺

159

慶
長
十
八
年（

ばバばぶ）

奥
山
玄
達

妙
厳
寺
十
世

169

寛
永
元
年（

ばバびべ）
節
山
義
春

妙
厳
寺
十
一
世

179

寛
永
十
一
年（

ばバぶべ）
月
岑
牛
雪

妙
厳
寺
十
二
世

186

寛
永
十
八
年（

ばバべば）

覚
雄
是
的

妙
厳
寺
十
四
世

195

慶
安
三
年（

ばバぼボ）

一
庭
玄
洪

妙
厳
寺
十
三
世

198

承
応
二
年（

ばバぼぶ）

霊
鳳
牛
宅

妙
厳
寺
十
五
世

211

寛
文
六
年（

ばバババ）

決
心
萬
疑

妙
厳
寺
十
六
世

224

延
宝
七
年（

ばバビベ）

雷
峰
雄
春

常
安
寺
八
世

236

元
禄
四
年（

ばバベば）

道
仙
玄
統

妙
厳
寺
十
八
世

251

宝
永
三
年（

ばビボバ）

法
山
以
傳

長
興
寺
十
世

263

享
保
三
年（

ばビばブ）

哲
翁
萬
牛

妙
厳
寺
十
九
世

275

享
保
十
五
年（

ばビぶボ）

円
桂
魯
覚

光
岳
寺
八
世

287

寛
保
二
年（

ばビべび）

大
円
辨
珠

妙
厳
寺
二
十
世

300

宝
暦
五
年（

ばビぼぼ）

宗
舩
全
潮

妙
厳
寺
二
十
一
世

312

明
和
四
年（

ばビバビ）

再

宗
舩
全
潮

妙
厳
寺
二
十
一
世

325

安
永
九
年（

ばビブボ）

俊
嶺
了
遅

妙
厳
寺
二
十
二
世

337

寛
政
四
年（

ばビベび）

再

俊
嶺
了
遅

妙
厳
寺
二
十
二
世

351

文
化
三
年（

ばブボバ）

順
教
肩
随

妙
厳
寺
二
十
四
世

362

文
化
十
四
年（

ばブばビ）

再

順
教
肩
随

妙
厳
寺
二
十
四
世

375

文
政
十
三
年（

ばブぶボ）

大
淵
龍
道

妙
厳
寺
二
十
五
世

398

安
政
二
年（

ばブぼぼ）
（

マ
マ）再

禅
海
霊
龍

妙
厳
寺
二
十
八
世

410

慶
応
三
年（

ばブバビ）

再

禅
海
霊
龍

妙
厳
寺
二
十
八
世

８

天
翁
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

８

寛
正
三
年（

ばべバび）

天
翁
義
一

福
王
寺
開
山

21

文
明
七
年（

ばべビぼ）

再

天
翁
義
一

福
王
寺
開
山

35

長
享
三
年（

ばべブベ）

命
泉
義
龍

福
王
寺
二
世

47

文
亀
元
年（

ばぼボば）

高
雲
嶺
崇

福
王
寺
三
世
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62

永
正
十
三
年（

ばぼばバ）

再

高
雲
嶺
崇

福
王
寺
三
世

74

大
永
八
年（

ばぼびブ）

天
初
玄
祐

福
王
寺
四
世

147

慶
長
六
年（

ばバボば）

代
住

福
王
寺

154

慶
長
十
三
年（
ばバボブ）

福
王
寺

170

寛
永
二
年（

ばバびぼ）

角
雄
良
逸

福
王
寺
七
世

180

寛
永
十
二
年（

ばバぶぼ）

巨
鳳
冠
鯨

福
王
寺
八
世

189

正
保
元
年（

ばバべべ）
世
秀
南
応

福
王
寺
九
世

199

承
応
三
年（

ばバぼべ）

再

世
秀
南
応

福
王
寺
九
世

212

寛
文
七
年（

ばババビ）

格
山
応
逸

福
王
寺
十
世

225

延
宝
八
年（

ばバブボ）

再

格
山
応
逸

福
王
寺
十
世

237

元
禄
五
年（

ばバベび）

筏
水
智
舩

福
王
寺
十
一
世

252

宝
永
四
年（

ばビボビ）

道
海
慧
線

福
王
寺
十
三
世

264

享
保
四
年（

ばビばベ）

再

道
海
慧
線

福
王
寺
十
三
世

276

享
保
十
六
年（

ばビぶば）

三

道
海
慧
線

福
王
寺
十
三
世

288

寛
保
三
年（

ばビべぶ）

大
宗
愚
道

福
王
寺
十
四
世

301

宝
暦
六
年（

ばビぼバ）

再

大
宗
愚
道

福
王
寺
十
四
世

313

明
和
五
年（

ばビバブ）

天
巌
道
運

福
王
寺
十
五
世

326

天
明
元
年（

ばビブば）

再

天
巌
道
運

福
王
寺
十
五
世

338

寛
政
五
年（

ばビベぶ）

徳
巌
活
道

福
王
寺
十
六
世

350

文
化
二
年（

ばブボぼ）

再

徳
巌
活
道

福
王
寺
十
六
世

363

文
政
元
年（

ばブばブ）

然
良
慶
天

福
王
寺
十
七
世

376

天
保
二
年（

ばブぶば）

天
昶
育
道

福
王
寺
十
八
世

399

安
政
三
年（

ばブぼバ）

亀
育
仙
齢

福
王
寺
二
十
一
世

411

慶
応
四
年（

ばブバブ）

大
道
恵
亮

福
王
寺
二
十
三
世

９

南
嶺
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

９

寛
正
四
年（

ばべバぶ）

南
嶺
義
薫

法
蔵
寺
開
山

22

文
明
八
年（

ばべビバ）

再

南
嶺
義
薫

法
蔵
寺
開
山

36

延
徳
二
年（

ばべベボ）

賀
傳
受
慶

法
蔵
寺
二
世

48

文
亀
二
年（

ばぼボび）

威
傳
慶
音

法
蔵
寺
三
世

63

永
正
十
四
年（

ばぼばビ）

再

威
傳
慶
音

法
蔵
寺
三
世

75

享
禄
二
年（

ばぼびベ）

立
屋
秀
建

法
蔵
寺
四
世

88

天
文
十
一
年（

ばぼべび）

盛
月
存
翁

法
蔵
寺
五
世
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99

天
文
二
十
二
年（

ばぼぼぶ）

隆
山
宗
興

法
蔵
寺
六
世

111

永
禄
八
年（

ばぼバぼ）

了
外
元
達

法
蔵
寺
七
世

123

天
正
五
年（

ばぼビビ）

源
室
守
根

法
蔵
寺
八
世

136

天
正
十
八
年（
ばぼベボ）

再

源
室
守
根

法
蔵
寺
八
世

200

明
暦
元
年（

ばバぼぼ）

中
峰
淳
的

法
蔵
寺
九
世

213

寛
文
八
年（

ばババブ）

陽
山
淳
東

法
蔵
寺
十
一
世

226

天
和
元
年（

ばバブば）
再

陽
山
淳
東

法
蔵
寺
十
一
世

238

元
禄
六
年（

ばバベぶ）

三

陽
山
淳
東

法
蔵
寺
十
一
世

253

宝
永
五
年（

ばビボブ）

悦
堂
梅
禅

法
蔵
寺
十
四
世

265

享
保
五
年（

ばビびボ）

僊
山
外

法
蔵
寺
十
五
世

277

享
保
十
七
年（

ばビぶび）

再

僊
山
外

法
蔵
寺
十
五
世

289

延
享
元
年（

ばビべべ）

僊
伯
尊
洞

法
蔵
寺
十
六
世

302

宝
暦
七
年（

ばビぼビ）

日
仙
□
旭

（

亮

旭

日

仙

）

普
蔵
院
十
世

（

寺）

314

明
和
六
年（

ばビバベ）

幽
玄
仙
谷

法
蔵
寺
十
八
世

327

天
明
二
年（

ばビブび）

克
潤
環
玉

法
蔵
寺
十
九
世

339

寛
政
六
年（

ばビベべ）

再

克
潤
環
玉

法
蔵
寺
十
九
世

352

文
化
四
年（

ばブボビ）

鳳
山
克
麟

法
蔵
寺
二
十
世

364

文
政
二
年（

ばブばベ）

寰
明
克
中

法
蔵
寺
二
十
一
世

377

天
保
三
年（

ばブぶび）

撃
翁
太
壌

法
蔵
寺
二
十
三
世

388

天
保
十
四
年（

ばブべぶ）

再

撃
翁
太
壌

法
蔵
寺
二
十
三
世

400

安
政
四
年（

ばブぼビ）

仏
山
義
豆

法
蔵
寺
二
十
四
世

412

明
治
二
年（

ばブバベ）

一
山
貫
之

法
蔵
寺
二
十
五
世

化

命
天
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

10

寛
正
五
年（

ばべバべ）

命
天
慶
受

宿
蘆
寺
開
山

18

文
明
四
年（

ばべビび）

再

命
天
慶
受

宿
蘆
寺
開
山

37

延
徳
三
年（

ばべベば）

養
年
受
信

宿
蘆
寺
二
世

49

文
亀
三
年（

ばぼボぶ）

花
庭
宗
蓮

宿
蘆
寺
三
世

64

永
正
十
五
年（

ばぼばブ）

再

花
庭
宗
蓮

宿
蘆
寺
三
世

76

享
禄
三
年（

ばぼぶボ）

大
輪
機
白

宿
蘆
寺
四
世

89

天
文
十
二
年（

ばぼべぶ）

明
谷
智
淵

宿
蘆
寺
五
世

100

天
文
二
十
三
年（

ばぼぼべ）

再

明
谷
智
淵

宿
蘆
寺
五
世

118

元
亀
三
年（

ばぼビび）

明
岩
宗
察

宿
蘆
寺
六
世
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124

天
正
六
年（

ばぼビブ）

舜
翁
全
尭

宿
蘆
寺
七
世

131

天
正
十
三
年（

ばぼブぼ）

用
山
慧
翁

（

応）

宿
蘆
寺
八
世

137

天
正
十
九
年（

ばぼベば）

再

用
山
慧
翁

（

応）

宿
蘆
寺
八
世

171

寛
永
三
年（
ばバびバ）

月
洲
清
呑

（

州）

宿
蘆
寺
十
世

178

寛
永
十
年（

ばバぶぶ）

月
洲
清
呑

（

州）

宿
蘆
寺
十
世

181

寛
永
十
三
年（

ばバぶバ）
再

月
洲
清
呑

（

州）

宿
蘆
寺
十
世

190

正
保
二
年（

ばバべぼ）
普
舜
□
薫

宿
蘆
寺

201

明
暦
二
年（

ばバぼバ）
鉄
肝
秀
舩

宿
蘆
寺

214

寛
文
九
年（

ばババベ）

再

鉄
肝
秀
舩

宿
蘆
寺

227

天
和
二
年（

ばバブび）

雪
峻
英
積

宿
蘆
寺
十
二
世

239

元
禄
七
年（

ばバベべ）

再

雪
峻
英
積

宿
蘆
寺
十
二
世

254

宝
永
六
年（

ばビボベ）

大
新
道
民

宿
蘆
寺
十
三
世

266

享
保
六
年（

ばビびば）

再

大
新
道
民

宿
蘆
寺
十
三
世

278

享
保
十
八
年（

ばビぶぶ）

喝
岩
道
泉

（

巌）

宿
蘆
寺
十
四
世

290

延
享
二
年（

ばビべぼ）

大
輝
堪
道

（

湛）

宿
蘆
寺
十
五
世

303

宝
暦
八
年（

ばビぼブ）

再

大
輝
堪
道

（

湛）

宿
蘆
寺
十
五
世

315

明
和
七
年（

ばビビボ）

大
佐
容
寅

宿
蘆
寺
十
六
世

328

天
明
三
年（

ばビブぶ）

瑞
現
千
中

（

弦）

宿
蘆
寺
十
七
世

340

寛
政
七
年（

ばビベぼ）

再

瑞
現
千
中

（

弦）

宿
蘆
寺
十
七
世

353

文
化
五
年（

ばブボブ）

扶
桑
容
州

（

操）
（

洲）

宿
蘆
寺
十
八
世

365

文
政
三
年（

ばブびボ）

大
容
寛
周

宿
蘆
寺
十
九
世

378

天
保
四
年（

ばブぶぶ）

徳
本
覚
寿

宿
蘆
寺
二
十
世

389

弘
化
二
年（

ばブべぼ）

鷲
峰
千
山

宿
蘆
寺
二
十
一
世

401

安
政
五
年（

ばブぼブ）

再

鷲
峰
千
山

宿
蘆
寺
二
十
一
世

413

明
治
三
年（

ばブビボ）

天
外
良
翁

宿
蘆
寺
二
十
二
世

仮

傑
堂
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

４

長
禄
二
年（

ばべぼブ）

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

15

文
明
元
年（

ばべバベ）

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

16

文
明
二
年（

ばべビボ）

再

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

26

文
明
十
二
年（

ばべブボ）

再

潔
堂
義
俊

常
光
寺
開
山

38

明
応
元
年（

ばべベび）

太
春
元
甫

萬
歳
院
二
世

39

明
応
二
年（

ばべベぶ）

竹
印
光
忠

（

竺）

常
光
寺
二
世
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50

永
正
元
年（

ばぼボべ）

満
室
長
円

萬
歳
院
三
世

59

永
正
十
年（

ばぼばぶ）

樹
王
是
秀

常
光
寺
三
世

60

永
正
十
一
年（

ばぼばべ）

樹
王
是
秀

常
光
寺
三
世

65

永
正
十
六
年（
ばぼばベ）

再

満
室
長
円

萬
歳
院
三
世

69

大
永
三
年（

ばぼびぶ）

再

樹
王
是
秀

常
光
寺
三
世

77

享
禄
四
年（

ばぼぶば）

龍
勝
宋
寅

萬
歳
院
四
世

78

天
文
元
年（

ばぼぶび）
田
翁
秀
耕

常
光
寺
五
世

79

天
文
二
年（

ばぼぶぶ）
田
翁
秀
耕

常
光
寺
五
世

90

天
文
十
三
年（

ばぼべべ）

明
室
円
察

萬
歳
院
五
世

91

天
文
十
四
年（

ばぼべぼ）

再

田
翁
秀
耕

常
光
寺
五
世

101

弘
治
元
年（

ばぼぼぼ）

嘘
庵
麟
咄

萬
歳
院
六
世

102

弘
治
二
年（

ばぼぼバ）

山
王
俊
徳

（

翁）

常
光
寺
六
世

105

永
禄
二
年（

ばぼぼベ）

再

嘘
庵
麟
咄

萬
歳
院
六
世

113

永
禄
十
年（

ばぼバビ）

題
叟
秀
察

（

大）

萬
歳
院
七
世

114

永
禄
十
一
年（

ばぼバブ）

委
巌
源
察

常
光
寺
七
世

130

天
正
十
二
年（

ばぼブべ）

恩
海
祥
君

常
光
寺
八
世

152

慶
長
十
一
年（

ばバボバ）

再

恩
海
祥
君

常
光
寺
八
世

155

慶
長
十
四
年（

ばバボベ）

題
叟
秀
察

天
林
寺
七
世

163

元
和
三
年（

ばバばビ）

参
室
芳
久

常
光
寺
九
世

168

元
和
九
年（

ばバびぶ）

華
雲
順
岳

常
光
寺
十
世

172

寛
永
四
年（

ばバびビ）

揚
山
文
策

天
林
寺
八
世

176

寛
永
八
年（

ばバぶば）

明
山
天
察

常
光
寺
十
一
世

182

寛
永
十
四
年（

ばバぶビ）

爛
室
順
石

常
光
寺
十
二
世

191

正
保
三
年（

ばバべバ）

年
宋
文
寿

天
林
寺
九
世

202

明
暦
三
年（

ばバぼビ）

再

爛
室
順
石

常
光
寺
十
二
世

208

寛
文
三
年（

ばババぶ）

普
舜
盛
薫

天
林
寺
十
世

215

寛
文
十
年（

ばバビボ）

香
山
文
咄

天
林
寺
十
一
世

228

天
和
三
年（

ばバブぶ）

頑
直
東
石

常
光
寺
十
三
世

240

元
禄
八
年（

ばバベぼ）

揚
堂
厳
策

（

策

揚

堂

）

天
林
寺
十
三
世

241

元
禄
九
年（

ばバベバ）

延

揚
堂
厳
策

（

策

揚

堂

）

天
林
寺
十
三
世

242

元
禄
十
年（

ばバベビ）

揚
堂
厳
策

天
林
寺
十
三
世

255

宝
永
七
年（

ばビばボ）

鳳
山
是
麟

常
光
寺
十
四
世

267

享
保
七
年（

ばビびび）

英
宗
理
寛

天
林
寺
十
五
世

279

享
保
十
九
年（

ばビぶべ）

逸
山
覚
秀

常
光
寺
十
七
世

七
月
二
十
八
日

十
一
月
二
十
八
日

－
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291

延
享
三
年（

ばビべバ）

岱
宗
朝
源

天
林
寺
十
七
世

304

宝
暦
九
年（

ばビぼベ）

覚
道
秀
円

常
光
寺
十
九
世

316

明
和
八
年（

ばビビば）

大
興
承
玄

天
林
寺
十
八
世

329

天
明
四
年（
ばビブべ）

斧
山
紹

常
光
寺
二
十
一
世

341

寛
政
八
年（

ばビベバ）

透
網
密
玄

（

蜜）

天
林
寺
二
十
二
世

354

文
化
六
年（

ばブボベ）

辯
山
説
丈

常
光
寺
二
十
三
世

366

文
政
四
年（

ばブびば）
再

透
網
密
玄

（

蜜）

天
林
寺
二
十
二
世

379

天
保
五
年（

ばブぶべ）
禅
海
宗
輔

常
光
寺
二
十
四
世

387

天
保
十
三
年（

ばブべび）

義
山
全
豊

（

儀）

常
光
寺
二
十
五
世

390

弘
化
三
年（

ばブべバ）

玄
中
透
関

（

正

翁

玄

中

）

天
林
寺
二
十
四
世

402

安
政
六
年（

ばブぼベ）

流
泉
禅
通

常
光
寺
二
十
七
世

414

明
治
四
年（

ばブビば）

天
庵

中

天
林
寺
二
十
六
世

何

月
窓
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

11

寛
正
六
年（

ばべバぼ）

月
窓
義
運

西
来
院
開
山

24

文
明
十
年（

ばべビブ）

再

月
窓
義
運

西
来
院
開
山

25

文
明
十
一
年（

ばべビベ）

継

月
窓
義
運

西
来
院
開
山

40

明
応
三
年（

ばべベべ）

逸
峰
英
俊

西
来
院
二
世

51

永
正
二
年（

ばぼボぼ）

黙
堂
受
傳

西
来
院
三
世

66

永
正
十
七
年（

ばぼびボ）

黙
堂
受
傳

西
来
院
三
世

80

天
文
三
年（

ばぼぶべ）

用
安
受
済

（

斉）

西
来
院
四
世

103

弘
治
三
年（

ばぼぼビ）

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

116

元
亀
元
年（

ばぼビボ）

再

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

117

元
亀
二
年（

ばぼビば）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

125

天
正
七
年（

ばぼビベ）

再

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

126

天
正
八
年（

ばぼブボ）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

127

天
正
九
年（

ばぼブば）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

128

天
正
十
年（

ばぼブび）

継

翁
徳
祐

西
来
院
五
世

（

六）

165

元
和
五
年（

ばバばベ）

輝
州
全
旭

西
来
院
六
世

173

寛
永
五
年（

ばバびブ）

超
山
貞
宗

西
来
院
七
世

183

寛
永
十
五
年（

ばバぶブ）

天
海
是
尭

西
来
院
八
世

192

正
保
四
年（

ばバべビ）

日
州
梵
旭

西
来
院
九
世

204

万
治
二
年（

ばバぼベ）

円
豊
盛
周

西
来
院
十
世
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216

寛
文
十
一
年（

ばバビば）

玄
風
重
播

（

幡）

西
来
院
十
一
世

229

貞
享
元
年（

ばバブべ）

兼
中
重
円

延
命
寺

243

元
禄
十
一
年（

ばバベブ）

超
岡
玄
越

西
来
院
十
二
世

（

十
三）

256

正
徳
元
年（
ばビばば）

大
軽
重
悦

（

重

悦

大

軽

）

西
来
院
十
三
世

（

十
四）

268

享
保
八
年（

ばビびぶ）

再

大
軽
重
悦

（

重

悦

大

軽

）

西
来
院
十
三
世

（

十
四）

280

享
保
二
十
年（

ばビぶぼ）

大
活
養
鷲

西
来
院
十
五
世

（

十
六）

292

延
享
四
年（

ばビべビ）
再

大
活
養
鷲

西
来
院
十
五
世

（

十
六）

305

宝
暦
十
年（

ばビバボ）
本
覚
重
明

西
来
院
十
六
世

317

明
和
九
年（

ばビビび）

大
心
活
仙

西
来
院
十
七
世

330

天
明
五
年（

ばビブぼ）

大
哲
鷹
仙

西
来
院
十
八
世

342

寛
政
九
年（

ばビベビ）

祥
雲
仙
峰

（

笑）
西
来
院
十
九
世

356

文
化
八
年（

ばブばば）

大
秀
哲
胤

西
来
院
二
十
世

367

文
政
五
年（

ばブびび）

大
椿
哲
栄

西
来
院
二
十
一
世

380

天
保
六
年（

ばブぶぼ）

北
溟
蓬
州

（

洲）

西
来
院
二
十
二
世

392

嘉
永
元
年（

ばブべブ）

文
山
胤
乗

西
来
院
二
十
三
世

403

万
延
元
年（

ばブバボ）

邦
岩
仙
国

西
来
院
二
十
四
世

伽

在
天
派

№

年

次（

西
暦）

住

輪
住
名

住
職
地
世
代

12

文
正
元
年（

ばべババ）

在
天
弘
運

宗
源
院
開
山

（

二
世）

28

文
明
十
四
年（

ばべブび）

再

在
天
弘
運

宗
源
院
開
山

（

二
世）

52

永
正
三
年（

ばぼボバ）

寅
岱
義
建

宗
源
院
三
世

67

永
正
十
八
年（

ばぼびば）

再

寅
岱
義
建

宗
源
院
三
世

81

天
文
四
年（

ばぼぶぼ）

一
気
守
泰

宗
源
院
四
世

92

天
文
十
五
年（

ばぼべバ）

大
宋
守
慶

（

泰）（

叟）

宗
源
院
五
世

104

永
禄
元
年（

ばぼぼブ）

財
庵
禅
貨

宗
源
院
六
世

115

永
禄
十
二
年（

ばぼバベ）

虚
谷
泉
廓

宗
源
院
七
世

138

天
正
二
十
年（

ばぼベび）

再

虚
谷
泉
廓

宗
源
院
七
世

148

慶
長
七
年（

ばバボび）
（

マ
マ）曹

源
院

166

元
和
六
年（

ばバびボ）
（

マ
マ）曹

源
院

174

寛
永
六
年（

ばバびベ）

一
渓
千
易

（

桂）

宗
源
院
八
世

184

寛
永
十
六
年（

ばバぶベ）

再

一
渓
千
易

（

桂）

宗
源
院
八
世

193

慶
安
元
年（

ばバべブ）

後
舜
養
傳

宗
源
院
九
世



『

普
済
寺
前
住
牒』

に
つ
い
て（

川
口）

─ ─193

205

万
治
三
年（

ばババボ）

再

後
舜
養
傳

宗
源
院
九
世

217

寛
文
十
二
年（

ばバビび）

三

後
舜
養
傳

宗
源
院
九
世

230

貞
享
二
年（

ばバブぼ）

喜
明
養
悦

宗
源
院
十
世

242

元
禄
十
年（
ばバベビ）

喜
明
養
悦

宗
源
院
十
世

244

元
禄
十
二
年（
ばバベベ）

再

喜
明
養
悦

宗
源
院
十
世

257

正
徳
二
年（

ばビばび）

卍
巌
養
益

宗
源
院
十
一
世

269

享
保
九
年（

ばビびべ）
大
笑
養
月

宗
源
院
十
二
世

281

元
文
元
年（

ばビぶバ）

再

大
笑
養
月

宗
源
院
十
二
世

293

延
享
五
年（

ばビべブ）

大
蓮
養
国

宗
源
院
十
三
世

306

宝
暦
十
一
年（

ばビバば）

大
運
衝
天

宗
源
院
十
四
世

318

安
永
二
年（

ばビビぶ）

大
叔
活
聞

宗
源
院
十
五
世

331

天
明
六
年（

ばビブバ）

再

大
叔
活
聞

宗
源
院
十
五
世

343

寛
政
十
年（

ばビベブ）

大
忠
良
聞

宗
源
院
十
六
世

355

文
化
七
年（

ばブばボ）

覚
麟
嶺
宗

宗
源
院
十
七
世

368

文
政
六
年（

ばブびぶ）

再

覚
麟
嶺
宗

宗
源
院
十
七
世

381

天
保
七
年（

ばブぶバ）

祥
運
萬
瑞

宗
源
院
十
八
世

391

弘
化
四
年（

ばブべビ）

再

祥
運
萬
瑞

宗
源
院
十
八
世

404

文
久
元
年（

ばブバば）

再

哲
山
鶴
英

宗
源
院
十
九
世

付
記

『

普
済
寺
前
住
牒』

の
閲
覧
、
複
写
に
便
宜
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
普
済

寺
住
職
鶴
見
美
登
師
、
見
海
院
住
職
清
水
芳
俊
師
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

十
一
月
二
十
八
日

三
月
二
十
八
日

－
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